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◇市民協働のまち�
◇環境先進都市�
◇子育て・保健福祉のまち�
◇商業・文化芸術都市�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�
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市
で
は
、
昨
年
度
の
「
町
田
市

経
営
改
革
会
議
」
を
引
き
継
ぎ
、

中
期
経
営
計
画
「
行
政
経
営
改
革

プ
ラ
ン
」
の
進
行
を
確
認
す
る
た

め
の
「
町
田
市
行
政
経
営
監
理
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
外
部
の
有
識

者
に
よ
る
専
門
的
見
地
か
ら
の
助

言
・
提
案
を
活
か
し
、
行
政
経
営

改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
公
開
で
行
い
、
内
容

は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

【
第
１
回
町
田
市
行
政
経
営
監
理

委
員
会
の
お
知
ら
せ
】

町 田 市 職 員 募 集 （ 町 田 市 民 病 院 ）

日　程　等
医　療　技　術　職

受　　験　　資　　格募集人員職　　種

持参受付
　８月７日（木）、８月８日
（金）午後５時まで 
郵送受付
　８月８日（金）まで（必着） 
試験日
　８月３１日（日） 
採用予定日
　２００９年４月１日 
または２００８年１１月１日（就労
可能な方）

１９７８（昭和５３）年４月２日以降に生まれた方
で臨床工学技士の資格を有する方または２００９
年春までに取得見込みの方

若干名臨床工学技士

１９６８（昭和４３）年４月２日以降に生まれた方
で助産師の資格を有する方または２００９年春ま
でに取得見込みの方

若干名助　産　師

１９７３（昭和４８）年４月２日以降に生まれた方
で看護師の資格を有する方または２００９年春ま
でに取得見込みの方

３０名
程度看　護　師

１．全職種とも地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方は受験できません。　２．試験は活字
印刷文で行います。　３．全職種とも試験実施要項をよくお読みの上お申し込み下さい。
※試験実施要項と受験申込書は市役所、各市民センター、町田市民病院で配布しています。また町
田市ホームページからもダウンロードできます。

お問い合わせは、町田市民病院管理課11７２２･２２３０内線（７４１２）へ

○
日
時　

８
月
４
日
（
月
）　

午

前　

時
〜
正
午

１０
○
会
場　

町
田
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

会
議
室
「
け
や
き
東
」

○
内
容　

昨
年
度
の
テ
ー
マ
①
人

材
育
成
②
市
民
病
院
経
営
③
財
産

管
理
・
運
用
の
取
り
組
み
状
況
等

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往

復
ハ
ガ
キ
で
７
月　

日
ま
で
（
必

２５

着
）
に
経
営
改
革
室
（
〒　

－

８

１９４

５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
５
０
３
）
へ
。

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

※
第
２
回
以
降
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
随
時
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

が
行
っ
て
い
る
海
外
青
年
協
力
隊

に
市
内
に
お
住
ま
い
の
清
水 
明  
士 

あ
き 

し

さ
ん
、
高
橋
亜
木
子
さ
ん
、
宮
下

 
遼  
士 
さ
ん
の
３
人
の
派
遣
が
決
ま

り
ょ
う 

じ

り
、
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
で
科
学
館
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

支
援
な
ど
、
高
橋
さ
ん
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
婦
人
子
ど
も
服
製
作
の
基

礎
的
な
技
術
指
導
な
ど
、
宮
下
さ

ん
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
小
学
校

教
師
の
指
導
な
ど
を
行
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
滞
在
す
る
予
定

で
す
。
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市
内
の
見
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る
宝

探
し
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

フ
ェ
ア
リ
ー
か
ら
「
宝
の
地

図
」
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
市
内
に
隠
さ
れ
た
５
つ

の
宝
物
を
探
し
に
行
き
ま
し
ょ

う
！

　

「
宝
」
を
３
個
以
上
発
見
し
た

人
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
。
５
個
全
部

発
見
し
た
人
に

は
抽
選
で
賞
品

が
当
た
る
チ
ャ

　夏の風物詩である、ほおずき市を開催し
ます。
　ほおずき（鉢物）や山野草を市内の生産
者が販売しますのでぜひご来園下さい。
　新鮮野菜も販売します。
○日時　７月１２日（土）午前８時～午後４
時３０分

※雨天の場合は１３日（日）に順延。
○会場　薬師池公園内
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先
２１番乗り場から本町田経由野津田車庫行
きか本町田経由鶴川駅行きバスで「薬師
ヶ丘」下車すぐ

□問 公園緑地課11７９３・７６１１

「わ
たしの便利帳」
広告募集中！！

募集期間�
７月２５日（金）まで�

　転入者や希望者に配布している市
政・生活ガイドブック「わたしの便
利帳」にお店や会社の広告を載せて
みませんか？
○応募資格　市内または近隣市に事
業所を有する事業主の方
○掲載期間　２００９年１月から１年間
○掲載場所　巻末広告のページ
○掲載料　１枠（縦１２．９㎝×横１７．８
㎝）あたり８万円
○募集枠数　６枠（最大２枠まで申
し込み可）
○申し込み　電話で広報広聴課（11
７２４・２１０１）へ。募集案内をお送
りします。
※掲載できる広告に制限があります。
条件等はお問い合わせ下さい。

　

こ
の
調
査
は
「
町
田
市
高
齢
社

会
総
合
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業

者
の
方
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
幅

広
く
お
聴
き
す
る
も
の
で
す
。
市

内
在
住
の　

歳
以
上
の
３
７
０
０

４０

人
と
市
内
の
介
護
保
険
事
業
所
３

５
６
か
所
を
対
象
に
、
７
月
上
旬

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
ら
れ
た
方
で
、
す
で

に
ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
方
は
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
未
回
答
の
方
は
調
査
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
４

０
４
８
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宮下遼士さん 高橋亜木子さん 清水明士さん

昨
年
の
７
月
８
日
撮
影

「フェアリーの宝物を探そう」�

～地図を片手に宝探しゲーム～�

「フェアリーの宝物を探そう」�

～地図を片手に宝探しゲーム～�

「フェアリーの宝物を探そう」�

～地図を片手に宝探しゲーム～�

市制50周年記念シンボル事業�

�

町田で夏の大冒険�

が
書
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
書
き
写

す
こ
と
で
「
宝
物
の
発
見
」
と
な

り
ま
す
。
期
間
中
で
あ
れ
ば
何
日

か
か
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
宝
探

し
ウ
ェ
ブ
ゲ
ー
ム
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
（
市
制　

周
年
記

５０

念
事
業
担
当
）
11
７
２
４
・
２
１

３
２

ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
〜　

１９

１０

月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

○
会
場　

町
田
市
内

※
宝
の
あ
り
か
ま
で
の
交
通
費
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
参
加
方
法　

市
役
所
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
る

「
宝
の
地
図
」
（
参
加
チ
ラ
シ
）

が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
「
宝
の
地
図
」
は
「
宝

探
し
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
（h

t

tp
:/
/
w
w
w
.a
k
a
i

‐to
ri.c
o
m

/
m
a
c
h
id
a
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
ゲ
ー
ム
概
要　

「
宝
の
地
図
」

に
書
か
れ
た
謎
を
解
い
て
、
市
内

に
隠
さ
れ
た
「
宝
箱
」
を
探
し
ま

す
。
「
宝
箱
」
に
は
キ
ー
ワ
ー
ド
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��
　市の部長２８人が、各部の目標とその実現へ向けた取り組みをまとめ、「仕事目標」を作成しました。 
　２００８年度の「仕事目標」の中から「部の使命・基本方針」と、今年度の主な取り組み項目をご紹介します。

□問 経営改革室11７２４・２５０３
※今回ご紹介するものは、内容の一部を簡潔に表したもので、部長の「仕事目標」の原文とは異なる表現があります。 
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子ども生活部長  浅野 正

今年度の取り組み

・保育サービスの整備と子育て相
談の充実
・「子どもの居場所づくり」の推進
と「子どもの体験活動」の支援

地域福祉部長 土屋 豊

今年度の取り組み

・成年後見制度推進機関の設置 
・精神科長期入院者の退院支援 
・民営障がい福祉施設の人材育成の支援 
・災害時要支援者対策の推進

���������

市民病院事務長  小野 芳隆

今年度の取り組み

・病院事業の採算性向上
・地域周産期センターの
開設
・救急医療体制の充実

いきいき健康部長  倉田 二朗

今年度の取り組み

・生活習慣病の予防
・高齢者福祉施設整備の推進
・介護支援ボランティア
制度の準備

���������	
����

環境資源部長  鈴木 和夫

今年度の取り組み

・家庭生ごみの再資源化推進
・リサイクル広場の実施
・「ごみゼロのまち」を
つくるための計画策定
・温室効果ガス削減

施設計画担当部長  加藤 貴一

今年度の取り組み

・ごみの資源化及び適正処理処分のため
の施設検討

・事業系持込ごみの減量の推進
・最終処分場の適正閉鎖に向けた調査・検討

��������	
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学校教育部長  安藤 源照

今年度の取り組み

・児童生徒急増対策の具体化
・安全・安心対策の推進
・多種多様な教育課題
への対応の充実

生涯学習部長  梅橋 敏博

使命・基本方針
いつでもどこでも自由に学び続けること
ができる社会を目指し、学習の場や機会
の充実、環境の整備を進めます。

今年度の取り組み

・生涯学習施策の体系化 
・生涯学習情報の整理と提供 
・生涯学習ネットワークの拡大

上下水道部長  鑓溝 慶一

今年度の取り組み

・汚水幹線の延伸と枝線の整備
・高度処理施設の建設
・環境にやさしい、窒素除去型合併処理
浄化槽への切り替え工事の促進

水道事業担当部長  河野  修

使命・基本方針

安全でおいしい水を安定給水するとともに、
災害に強いライフラインを整備します。

今年度の取り組み

・耐震管の布設など、災害対策の推進
・受託業務を東京都へ移行するための計画の策定・実施

北部丘陵担当部長  笠原 裕至

今年度の取り組み

・シンポジウムを開催し、北部丘陵の重要性をアピール
・取得済みの農地や山林など、市有地の利活用の方針を策定

文化スポーツ振興部長  荒木 純生

今年度の取り組み

・エコミュージアムモデル事業の実施
・新博物館構想の策定
・スポーツ振興計画の策定
※地域で受け継がれてきた自然や文化、生活様
式を含めた環境全体を持続可能な方法で研究
・保存・展示・活用していこうという考え方

経済観光部長  尾留川 朗

今年度の取り組み

・産業振興基本条例の制定
・中心市街地活性化計画の策定
・観光振興計画の策定
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※

使命・基本方針

子どもたちが地域の「タカラ」として育まれるよ
う、「子育てのまちの創造」を推進します。

使命・基本方針

すべての市民の自立と、支え合いが促進され
る地域づくりを市民との協働で進めます。

使命・基本方針

市民一人ひとりが健康で、自立し、住み
慣れたまちで安心して暮らし続けられる
社会を実現します。

使命・基本方針

経営の強化を図り、 町田市の医療の中核
を担う病院としての役割を発揮します。

使命・基本方針

楽しさや喜びのあふれる、心豊かで健康
な市民生活と活力のある都市の創造に寄
与します。

使命・基本方針

市内経済を活性化させるとともに、持続、
発展する産業環境を醸成します。

使命・基本方針

市民、事業者、市の協働により、環境へ
の負荷の少ない持続的発展が可能な循環
型社会の実現を目指します。

使命・基本方針

資源の有効利用や資源化できないごみの
処理処分を安全、確実、効率的に行い、
地球環境や市内の衛生環境の保全に寄与
します。

使命・基本方針
市立学校教員の指導力の向上と教育環境の
充実を図り、地域と共に子どもを育てる、
元気あふれる学校づくりを推進します。

使命・基本方針

重要な都市基盤である下水道を整備し、
良好に維持管理していくことにより、安
全で快適な市民生活の向上を図ります。

使命・基本方針

多摩丘陵の原風景をのこす自然環境を貴重な緑の資
産として保全し、次世代へ引き継いでいきます。
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建設部長  柴田 英司

今年度の取り組み

・新たな幹線道路の整備に着手
・無電柱化事業の促進
・市民の知恵・力を活かした
　道路環境の改善

都市づくり部長 �橋  豊

今年度の取り組み

・都市計画マスタープランの改定 
・景観条例の制定 
・木造住宅・分譲マンションの耐震化促進

防災安全担当部長  大貫  武

今年度の取り組み

・自主防災組織の加入促進
・水害対策の推進
・総合的な危機管理体制の構築

開発調整担当部長  井上 正春

今年度の取り組み

・忠生土地区画整理事業の早期完成
・自然環境・生活環境にとって好ましい市
街化調整区域の利用を進める計画の策定

���������	


議会事務局長  見波  裕

今年度の取り組み

・本会議及び委員会の円滑な運営
・市民に開かれた議会の推進

選挙管理委員会事務局長  牧田 惠次

今年度の取り組み

・情報提供の促進 
・市民協働による投票所の運営

���������

市民部長  森  和秋

今年度の取り組み

・全市民センターと本庁市民課の日曜日
窓口開設に向けた準備
・「さわやか窓口」の推進
・コミュニティ活動活性化
の支援

政策経営部長  鈴木  正

今年度の取り組み

・新たな行政課題の抽出 
・市制５０周年記念事業

広報広聴担当部長  川崎 宗二

使命・基本方針

徹底した情報の公開と提供を強力に推進
します。また、市民からのご意見を遅滞
なく市長・副市長・関係部署へ情報提供
し、市政の改善に寄与します。

今年度の取り組み
・広報まちだ及びホームページのデザイン刷新
・記者との情報授受
活動の強化
・広聴機能の強化と
一元化（市民相談
室、コールセンタ
ー）の推進 

経営改革室長  鷲北 秀樹

今年度の取り組み

・中期経営計画の推進、及び進捗状況の公表
・行政経営改革の推進
・政策決定過程の透明性の向上

今年度の取り組み
・経済性、効率性、有効性の観点を重視した監査の実施
・ホームページの監査コーナーの充実

農業委員会事務局長  笠原 裕至

今年度の取り組み

・農業体験農園開園の支援
・小学生に農業と食の文化を伝える学習への支援

新庁舎担当部長  森  静夫

今年度の取り組み

・新庁舎建設実施設計
・実施設計段階におけるコンサルタントの活用
・施工者選定の準備

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

総務部長  渋谷 友克

今年度の取り組み

・「町田市人材育成基本方針」の取組項目の実施
・人事考課制度の確立
・職員数の適正な管理

財務部長  鬼頭 孝典

今年度の取り組み

・税情報、財務情報の公開 
・健全で持続可能な財政の確立 
・公有財産の適正管理・運用

使命・基本方針

道路の整備と維持管理を効果的・効率的に
行い、誰もが安全・快適に道路を利用し、
円滑に移動できる環境を提供します。

使命・基本方針

「住みたい・住んでよかったと思われる都市」、
「風格のある都市」の形成を目指し、市民と共
に、計画的に都市づくりを進めます。

使命・基本方針

市民の生命、身体、財産を守るため、危機
管理事案に迅速かつ的確に対処します。

使命・基本方針

開発指導・建築指導・区画整理を通し
て、健全で災害に強く、安全で快適に暮
らせるまちを実現します。

使命・基本方針

市民の立場に立ち、「親切第一」をモッ
トーに丁寧で質の高いサービスを提供
し、市民に信頼される市役所の窓口とな
ることを目指します。

使命・基本方針

市長・副市長の補佐役として、将来を見据えて主
要な政策の企画・立案及び総合調整を行います。

使命・基本方針

行政経営改革を推し進め、市民にとって
より価値の高い仕事を見いだし続ける市
政運営を実現します。

使命・基本方針

新庁舎の建設計画を推進し、防災・災害
復興拠点、市民と行政の協働空間として
の新庁舎の実現を目指します。

使命・基本方針

議会運営及び議員活動の充分なサポートと正確な議会情
報の提供により、市民・議員・行政の信頼に応えます。

使命・基本方針

公正・公平・中立な選挙事務を行い、選
挙の管理執行を適確・円滑に行います。

使命・基本方針
安全・安心な農産物を提供し、地球温暖化防止などの多面的
機能を発揮する農地を保全して、農業の振興を図ります。

監査事務局長  堀江 秀信

使命・基本方針

「市民視点の監査」「市民に開かれた監査」「行政の改革に寄与す
る監査」を基本方針として、市民に信頼される監査を実現します。

使命・基本方針

人と組織の能力向上、情報化を推進し、
行政運営の基盤を強化します。

使命・基本方針

市民の財産である市税等の収入や公有財
産を有効に活用し、最小の経費で最大の
効果をあげる行政経営を推進します。
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市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
「
情
報
公
開
制
度
」
と
「
会
議
公

開
制
度
」
を
利
用
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
に
よ
り
情
報
の
取
り
扱
い

の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
と
共
に
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

○
「
情
報
公
開
制
度
」
と
は

　

市
が
持
っ
て
い
る
情
報
や
行
政
運
営
に
つ
い
て
の
情
報
を
公

開
す
る
制
度
で
す
。

○
「
会
議
公
開
制
度
」
と
は

　

市
で
開
催
し
て
い
る
審
議
会
な
ど
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

会
議
の
開
催
は
、
本
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

○
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
と
は

　

個
人
の
情
報
が
勝
手
に
収
集
・
保
管
さ
れ
自
由
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぎ
、
自
ら
閲
覧
し
、
消
去
や
利
用
中
止
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

○
「
情
報
公
開
請
求
・
個
人
情
報
開
示
請
求
」
す
る
に
は

　

「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
窓

口
で
は
職
員
が
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。
公
開
・
開
示

に
は
、
費
用
が
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ピ
ー
が
必
要
な
と
き
や

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
と
は

　

不
服
申
立
て
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
、
弁
護
士
等
５
人
の

学
識
経
験
者
が
審
査
し
ま
す
。

�������������

��������	
����
　

市
が
持
っ
て
い
る
情
報
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
市

の
こ
と
を
よ
く
知
る
た
め
に
も
、
「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
を

ご
活
用
下
さ
い
。

���������	
��
　「市政情報やまびこ」では、市の行政資料のほか、様
々な資料、自治・行政に関する雑誌や一般書籍などをそ
ろえており、これらの資料を閲覧利用することができま
す。また、資料のコピーもできます（有料）。どうぞご
利用下さい。
□問 市政情報課（市政情報やまびこ）
　〒１９４－００２１、中町１－２５－１４、11７２４・８４０７

情報公開
�

請求して
みよう�

私の個人情報�
どうなって�
いるのかな？� 市政に�

関心があります�

町田�
一中�

至新宿�

町田一小�

中町�
第２庁舎�

中町�
第３庁舎�

市役所市役所�

町田街道町田街道�

小
田
急
線

小
田
急
線�

市役所�

町田街道�

町田駅�

至
木
曽�

至
金
森�小

田
急
線�

市
役
所
中
町
分
庁
舎
１
階�

市
政
情
報
や
ま
び
こ�

　

手
続
き
（
公
開
請
求
）
を

せ
ず
に
情
報
提
供
で
き
る
場

合
も
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
下
さ
い
！

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

昨
年
度
、
公
開
請
求
の
あ
っ
た
主

な
も
の

○
忠
生
区
画
整
理
事
業
・
Ｉ
Ｂ
Ｍ

グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
工
事
な
ど

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

　

個
人
情
報
の
登
録
状
況
（
２
０
０
８
年
３
月

　

日
現
在
）

３１業
務
の
登
録
件
数
（
１
３
２
９
件
）
・
目
的
外

利
用
の
登
録
件
数
（
７
７
２
６
件
）
・
外
部
提

供
の
登
録
件
数
（
２
２
３
３
件
）
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
処
理
等
の
登
録
件
数
（
１
６
５
８
件
）
・

外
部
結
合
の
登
録
件
数
（
２
件
）
・
外
部
委
託

の
登
録
件
数
（
１
１
６
３
件
）

　販売している
主な刊行物　

＊町田市中期経営計画
　（２００７～２０１１年度）
　重点政策プラン　　 ３００円
＊町田市中期経営計画
　（２００７～２０１１年度）
　行政経営改革プラン
　　　　　　　　　　 ２００円
＊町田市中期経営計画
　（２００７～２０１１年度）
　中期財政見通し　　 １００円
○市制５０周年記念市勢要覧　
　　　　　　　　　　 ９００円
○ひっそり生きる町田の自然
　　　　　　　　　　１２００円
＊健康かい道まちだ　　　　
　　　　　　　　　　 １００円
＊町田市ごみゼロ市民会議
　報告　　　　　　　 １００円

○町田市まちづくり５０年史　
　　　　　　　　　　１２００円
＊２００７年度町田市市民意識調
査報告書　　　　　 ８００円

○予算書（２００８年度当初）　
　　３１００円

＊まちだの健康福祉
　（２００７年度）　　　　 ３００円
＊町田市高齢社会総合計画
　（第３次改定版）
　　　　　　　　　　 ８００円
○都市計画図（１／２００００）
　　　　　　　　 　　７００円
＊町田市環境白書２００７　　　
　　　　　　　　　　 ５００円

＊の印の刊行物は、町田市ホ
ームページから全部または概
要版を見ることができます。
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９５（７）請求件数

３４公　開２
０
０
７
年
度
決
定
区
分
別
件
数

６１部分公開

 １非公開

１７不存在

 ０存否応答拒否

 １請求却下

１１４合　計

決定件数は１件の請求に複数区分決定
があるため請求件数と一致しません。
（　　）は取り下げ

個人情報の開示請求 市役所○○課（個人情報を収集・
利用する業務を行う）

「市政情報やまびこ」

情報公開・個人情報
保護運営審議会

市役所
○○課

開　

示

開
示
請
求

承
認
後
収
集

収
集
・
利
用
方
法
等

に
つ
い
て
諮
問

承　

認

個人情報

　

公
園
内
の
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
・

せ
せ
ら
ぎ
は
、
清
掃
の
た
め
８
月

　

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午
前
９

２８時
〜
午
後
３
時　

分
は
利
用
で
き

３０

ま
せ
ん
（
雨
天
含
む
）
。

【
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
】

　

池
や
せ
せ
ら
ぎ
は
、
塩
素
な
ど

に
よ
る
消
毒
と
清
掃
、
水
替
え
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
構
造
上
プ

ー
ル
の
よ
う
な
水
質
は
保
て
ま
せ

ん
。
次
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利

用
下
さ
い
。

○
ビ
ン
等
を
投
げ
入
れ
る
と
割
れ

て
危
険
で
す
。
ビ
ン
等
を
使
用
し

な
い
で
下
さ
い
。

○
プ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

顔
を
つ
け
た
り
全
身
で
つ
か
ら
な

い
で
下
さ
い
。
水
は
飲
め
ま
せ

ん
。

○
犬
や
猫
等
の
動
物
を
入
れ
な
い

で
下
さ
い
。

○
泥
や
砂
を
入
れ
な
い
で
下
さ

い
。

○
走
っ
た
り
ふ
ざ
け
た
り
し
な
い

で
下
さ
い
。

○
遊
ん
だ
後
は
水
道
で
手
を
洗
っ

て
下
さ
い
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６

１
１
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市
で
は
、
単
に
疾
病
対
策
の
み

で
な
く
「
そ
の
人
ら
し
く
い
き
い

き
と
生
き
る
こ
と
」
が
重
要
と
考

え
、
健
康
づ
く
り
情
報
誌
「
健
康

か
い
道
ま
ち
だ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
庁
内
各
課
や
関
係
団
体
で
行

っ
て
い
る
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
健
康
づ
く
り
情
報
を
集
約
し
、

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
公
園
の
案

内
な
ど
健
康
に
関
す
る
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
、
各
団
体
の
活
動
状
況
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
ご
活

用
下
さ
い
。

　

「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
で
販

売
し
て
い
ま
す
（
こ
の
ペ
ー
ジ
の

左
上
地
図
を
ご
覧
下
さ
い
）
。
ま

た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

��

���

自分の個人
情報はどう
なってるの

請求者

「市政情報やまびこ」

○○どう�
なっている�
かしら？�

公　開

納
得！
�

非公開
情報公開・個人情報
保護審査会

市
役
所
各
課

市
政
情
報
課

市役所の各課

情報公開の請求書の受付

情報公開の決定書の送付 公開請求

諮問

答申

不服申立て

決定通知

情報公開否 情報公開可

不
満
�

����������

��������������

������������

　骨髄バンクドナー登録会
も同時開催します。
○日時　７月１２日（土）午
前１１時３０分～午後３時３０
分（骨髄バンクドナー登
録の受付は午後３時まで）
○会場　ぽっぽ町田、まち
だ献血ルーム
□問 福祉総務課（町田市献血
推進協議会事務局）
11７２４・２５３７、6７２４・１１８７

�����

������

１部１００円です
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　長寿医療（後期高齢者医療）の方は医療機関で受診する際、窓口の自己負担
割合は１割または３割になっています。負担割合は、毎年８月１日を基準日と
して判定し直します。
【負担割合の判定】
　平成２０年度から判定基準が変更になります。
図Ⅰ（負担割合の判定基準）

　

■はじめに所得で判定します
　　具体的には、平成２０年度（平成１９年中の所得に対する）市民税・都民税の
課税標準額で判定します。同一世帯の長寿医療（後期高齢者医療）に該当す
る方全員の課税標準額を対象とします（＝表①）。
　※課税標準額については平成２０年度市民税・都民税納税通知書の３枚目「課

税標準額記載欄」をご参照下さい。
　※世帯とは住民基本台帳上の世帯です。

■つぎに収入で判定します
　　３割負担に判定された場合でも、平成１９年中の収入が一定の金額（基準収
入額＝表②）未満であれば、申請により１割負担になる制度があります。
　※収入については、１９年中の公的年金等源泉徴収票、確定申告の写しなど収
　入額が確認できる資料をご参照下さい。
　※この制度に該当すると思われる方にはすでに申請書をお送りしています。

■３割負担になった方への新たな経過措置
　　今年度判定した結果、３割負担になった方へ軽減措置があります（＝表③）。
　　該当する場合、１か月の自己負担限度額を一般１割に据え置きます（＝表
④）。軽減を受けるためには申請が必要です。
��������	

　　新しい保険証を７月下旬、配達記録郵便でお送りします。新しい負担割合
は８月からの適用です。
��������	
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　　現在お持ちの保険証を引き続きお使い下さい。
【随時の変更について】
　次のような場合にも負担割合の変わることがあります。
○同一世帯の方が７５歳に達した時や、転入・転出等で世帯員の構成が変わった場合
○税の修正申告があった場合

□問 保険年金課11７２４・２１４４
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　　会社の健康保険など（国民健康保険・国民健康保険組合は除く）で被扶養者だっ
た方は、軽減措置によって平成２０年９月まで保険料が無料になり、１０月から翌年３
月までの保険料は合計１８００円となります。この軽減措置は被保険者の方から会社の
健康保険組合への届出に基づいて行います。そのため、健康保険組合等からの情報
が間に合わないと、軽減措置が適用されない異なる保険料額で通知される場合があ
ります。保険料額についてご不明な点がある場合はお問い合わせ下さい。
��������	
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　　年金からの天引きが実施されている方のうち、以下のいずれかの要件を満
たす方は保険料を口座振替によりお支払いいただくことが可能となりました。

○国民健康保険税を確実に納付していた方がご自身の口座振替により納付する場合
○年金収入が１８０万円未満の方が世帯主または配偶者の口座振替により納付する場合
※口座振替への変更には申し込みが必要です。詳細はお問い合わせ下さい。
��������	
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　　６月、国により新たな保険料の軽減策が追加されました。しかし、今月お送りす
る保険料額決定通知書等は、準備に時間を要するため、国の軽減策を講ずる前の情
報となっています。ご了承下さい。

　　今後、軽減措置の対象となる方には保険料額の変更通知書をお送りする予定です。
○均等割額の軽減　軽減率が７割から８．５割になり、均等割額は年額１万１３００
円から５６００円に軽減されます。

○所得割額の軽減　年金収入２１１万円までの方について所得割額が５０％軽減されます。た
だし、都では国の決定に先立ち、年金収入２０８万円未満の方について独自の軽減措置として
すでに所得割額の軽減を決定していたため、軽減割合は下表のように変更になります。

　　　　□問 町田市コールセンター11７２４・５６５６、
保険年金課　①③について＝11７２４・２１４４、②について＝11７２４・２１２５

平成２０年度保険料が決まりました
��������������	
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窓口の負担割合　��������	

表①（平成２０年度市民税・都民税課税標準額）　
負　担　割　合対　象　者

長寿医療の方全員が「１割」負担になります。同一世帯の長寿医療の方全員の課税標準額が
１４５万円未満の場合

長寿医療の方全員が「３割」負担になります。同一世帯の長寿医療の方の中に課税標準額が
１４５万円以上の方がいる場合

表②（基準収入額）
収入が３８３万円未満同一世帯に長寿医療の方が１人の場合
収入の合計が５２０万円未満同一世帯に長寿医療の方が２人以上の場合

表③（経過措置の基準額）

収入の合計が５２０万円未満同一世帯に７０歳以上の方と長寿医療（後期高
齢者医療）の方が２人以上の場合

表④（自己負担限度額）
自己負担限度額（月ごと）窓口の

負担割合 外来　＋　入院（世帯ごと）外来（個人ごと）
８０，１００円
＋（かかった医療費－２６７，０００円）×１％４４，４００円３割現役並み所得者

４４，４００円１２，０００円１割一般

　現在「国民健康保険高齢受給者証」をお持ちの
方へ、新しい更新証を７月２２日に発送します。あ
て名は世帯主となります。
「国民健康保険高齢受給者証」は、毎年８月１日
に右表の判定基準の区分①と②により更新されま
す。
　区分③は、区分①の「一定以上所得者」の中
で、収入額の合計が基準未満である旨の申請を
し、認められた場合に１割負担になる方です。
　また、平成２０年度から７０歳～７４歳の国民健康保
険被保険者のみの所得及び収入によって判定する
ようになります。これにより、新たに一定以上所
得者と判定される方の激変緩和として、平成２０年
８月から２２年７月まで区分④の経過措置がありま

す。区分④に該当して、収入額の合計が基準未満
である旨を申請し、認められた場合には、自己負
担限度額が一般１割となります。

□問 保険年金課加入係11７２４・２１２４

判　定　基　準

自己負担割合該　　当　　内　　容対象項目区分

３割

○７０歳～７４歳の国民健康保険加入者で平成
２０年度の市都民税課税標準額が１４５万円以
上の方。及びその方と同一世帯の７０歳～
７４歳の国民健康保険加入者

一定以上
所得者①

１割○上記以外の方その他②

１割

○世帯内で７０歳～７４歳の国民健康保険加入
者が一人の場合、前年のその方の収入額
合計が３８３万円未満であること
○世帯内で７０歳～７４歳の国民健康保険加入
者が二人以上の場合、前年のそれらの方
の収入額合計が５２０万円未満であること

一定以上所
得者で収入
の合計が一
定未満の方

③

３割
（自己負担限度額
「一般」適用）

○課税所得１４５万円以上かつ年収３８３万円以
上の被保険者の方で、同一世帯に属する
後期高齢被保険者（旧国民健康保険被保
険者）も含めた収入額合計が５２０万円未
満の方

経過措置
（自己負担
限度額）　

④

保険税の支払い方法について
　年金からの天引きが実施されている方の
うち、次の要件を満たす方は保険税を口座
振替によりお支払いいただくことが可能と
なりました。ただし、年金からの天引きを
中止する場合はお申し込みが必要です。
○国民健康保険税を確実に納付していた方
がご自身の口座振替により納付する場合
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　今回は同じ世帯において、たとえば夫７６歳で妻７３歳のご夫婦がそれぞれ医療
機関にかかった場合の窓口での自己負担割合がどうなるのか説明します。
（長寿医療と国民健康保険高齢受給者証が該当）
【２００８年７月３１日まで】本年４月１日から長寿医療制度が始まりましたが、負
担割合は平成１９年８月１日を基準日とする老人保健制度により、同じ世帯の７０
歳以上の方の所得及び収入による判定を引き継いでいます。その結果、医療機
関窓口での負担割合は夫婦とも同じになっていました。
【２００８年８月１日から】夫は長寿医療制度の対象者ですから原則１割を負担、
また、妻は国民健康保険高齢受給者証となりますので原則２割を負担（平成２０
年度は１割に据え置かれます）することになります。
　このように同じ世帯でも年齢によって異なる制度が適用されますので、今ま
で同じ負担割合だった夫婦でも異なるご負担をいただく場合が出てきます。

□問 保険年金課11７２４・２１４４

●老人保健制度�

これまで� ２０年８月～�

●長寿医療制度�

同一世帯の７０歳以上の方全員の所得�
や収入により判定していました。�

同一世帯の長寿医療の方全員の所得�
や収入により判定します。�
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※有効期限は平成２１
年３月３１日です。
４月１日からのも
のは３月中にお送
りします。

新たな軽減策反映後東京都独自軽減割合
（今回の通知で反映）

旧ただし書き所得
※総所得金額等から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額

１００％１００％１５万円（年金収入１６８万円）までの方
７５％７５％２０万円（年金収入１７３万円）までの方
５０％５０％４０万円（年金収入１９３万円）までの方
５０％２５％５５万円（年金収入２０８万円）までの方
５０％なし５８万円（年金収入２１１万円）までの方
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　町田市は都内でも農業の盛
んな地域です。今回はその一
部を皆さんにご紹介します。

�������
　最近、食の問題が注目され
ています。市では農薬や化学
肥料を減らした安全・安心な
農作物の生産を推進していま
す。市内にいる４５人のエコフ
ァーマーと８人の特別栽培農
産物認証農家が生産した農作
物がＪＡアグリハウス等で販
売されています。

�������
　東京という大消費地に近い利
点を生かし、新鮮な牛・豚肉や
卵、牛乳を提供しています。

�������
　農業を体験してみたい方には、市民農園や体験農園があります。
また、親子で参加できる米作り体験や、小学生を対象とした夏休み
酪農体験（右記参照）も実施しています。毎年１１月には、野津田公
園で農業祭「太陽と緑のまつり」が開催されるほか、ＪＡ町田市各
支店でも様々なイベントが行われます。
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「町田の郷土史Ⅱ」明治から現代まで
会場：森野分庁舎４階会議室（例外あり）
費用：３０００円（全１２回）　時間：１８：００～２０：００

テーマ・内容日程

基調講義「町田市はどんなまちか？」
－明治から現代まで－９／１１（木）

町田の明治維新
－ご一新と文明開化－９／１８（木）

自由民権運動と町田
－民権運動とその行方－【公開講座】９／２５（木）

現地学習「目で確かめる町田の歴史」
－自由民権資料館　他－１０／４（土）

町田の女性と若者
－石阪美那、登志を中心に－１０／９（木）

大正時代の町田
－大正デモクラシーと関東大震災－１０／１６（木）

受講生同士の郷土史フリートーク１０／２３（木）

街道と鉄路
－横浜線開通１００周年－１０／３０（木）

絹の道と原町田
－市場から商店街へ－１１／６（木）

民俗の変貌
－高度成長下の人々の暮らし－１１／１３（木）

市域の発展と町田の文学
－変貌する文学者たちの周辺環境－１１／２０（木）

町田市の誕生
－多摩丘陵にはばたく市民文化都市へ－１１／２７（木）

「まちだ市民国際学」
中国の今を知る・私たちの未来を考える

会場：森野分庁舎４階会議室
　　　（１１／１８のみ市民フォーラム）
費用：３０００円（全１２回）　時間：１８：３０～２０：３０

テーマ・内容日程

オリンピック後の中国
市民社会への模索９／１６（火）

現代中国の政治・外交・軍事９／３０（火）

日本企業にとっての中国市場１０／７（火）

中国経済の現状
日中関係を中心に１０／１４（火）

中国のエネルギー事情と環境政策１０／２１（火）

アフリカに進出する中国１０／２８（火）

女性の社会進出と家族
少子高齢化社会と福祉を考える１１／４（火）

農村問題と格差と教育１１／１１（火）

中国の伝統芸能・京劇を知る
町田での日中文化交流について【公開講座】１１／１８（火）

桜美林学園と中国の教育交流
その歴史と現在１１／２５（火）

大連で日本語を教えて　町田で日本語を学んで１２／２（火）

これからの日中関係１２／９（火）

「人間科学」現代の「生老病死」と向き合う
会場：森野分庁舎
費用：３０００円（全１２回）　時間：１８：３０～２０：３０

テーマ・内容日程

生きて在ること―生命倫理への問い―９／１９（金）

私達の社会と生命技術
―生命の進化からみた現代の生命技術―９／２６（金）

つくられる欲望と管理される身体・生命
―不妊治療・胎児診断・遺伝子技術―１０／３（金）

いのちの文化史
―美術が語る生老病死―【公開講座】１０／１０（金）

医療と人権
－薬害肝炎から考える－１０／１７（金）

現代社会と人のいのち
－水俣病５０年－１０／３１（金）

メランコリーと創造性
ー抑うつから生き生きとした毎日ー１１／７（金）

ヒトはどうして老いるのか
―老いと死を科学する―１１／１４（金）

超高齢社会の老いと死
ーその現実といのちの政治ー１１／２１（金）

私の目指す終末期医療と緩和ケアについて１１／２８（金）

人間の尊厳について
―生と死の自己決定権の危うさ―１２／５（金）

まとめと話し合い
－いのちを考える－１２／１２（金）

それぞれ目印のシールが張ってあります。
左＝エコファーマー、右＝特別栽培農産物
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　市内小学校の学校給食に、地元の農産物が使われて
います。これまでに町田産のお米やタケノコを使った
学校給食を実施し、子どもたちに好評でした。
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　かつて市内のいたるところにあった農地も、急速に
減少しています。農地は、農産物の生産のほかに、温
暖化防止や癒しの空間といった役割も担っています。
ゴミを捨てたり、作物にいたずらをしないようお願い
します。
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　私たちが生きてゆくためには「食」を欠かすことは
できません。「食」と密接な関係にある農業ですが、
後継者不足や高齢化等により、衰退の一途をたどって
います。市内の食糧自給率は、わずかに過ぎず、４１万
人を超える市民の皆さんに充分に行き渡らないのが現
状です。世界的な食糧危機が叫ばれている今こそ、農
業を見直しましょう！

□問 農業振興課11７２４・２１６６
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　市内にある酪農家宅で牛にエサを
与えたり、牛乳をしぼったり農作業
を体験します。宿泊は大地沢青少年
センターです。
○対象　市内在住の小学４～６年生
で２人１組（男女不問、１人も可）
○期日　８月２０日（水）～２１日（木）
○定員　１３組２６人（抽選）
○費用　１人２０００円（保険料等）
○申し込み　往復ハガキ（１組１枚）
に「酪農ふれあい体験申し込み」
と書き、参加者の住所・氏名（ふ
りがな）・学年・電話番号・保護
者の氏名を明記し、返信用にもあ
て先を書いて、７月２４日まで（消
印有効）に農業振興課（〒１９４ー
００２２、森野１ー３３ー１０、市役所森
野分庁舎内、11
７２４・２１６６）へ。
※結果は全組に通
知します。

　夏野菜・名産品がいっぱい！

○会場　教育センター（境川団地隣接）

������������
７７月月２２００日日（（日日））午午前前７７時時～～８８時時３３００分分

がんばって�います�

がんばって�います�

「まちだ市民環境講座」
地球環境危機と町田の暮らし

会場：森野分庁舎４階会議室
費用：３０００円（全１１回）　時間：１８：３０～２０：３０

テーマ・内容日程

基調講義「地球環境と市民」９／１７（水）

地球環境問題をどう考えるか９／２４（水）

世界をめぐる食糧と資源：
エコロジカルフットプリント・環境容量の視点
から【公開講座】

１０／１（水）

東京都の地球温暖化対策１０／１５（水）

気候変動と町田の川１０／２２（水）

地球人を育てる
センス・オブ・ワンダーからの環境教育１０／２９（水）

次世代に繋ぐ　町田の環境教育１１／５（水）

生きもののにぎわい
─生物多様性と外来生物問題を裏山と裏庭で考
える

１１／１２（水）

第三次生物多様性国家戦略について
【公開講座】１１／１９（水）

サステイナブルシティへの道
環境と都市計画１１／２６（水）

受講生ディスカッション「わたしと環境」１２／３（水）

「心と体の元気学」
さあ始めよう、楽しい健康づくり

会場：総合体育館（南成瀬）
費用：３０００円（全１０回）　時間：９：３０～１１：３０

テーマ・内容日程

レクリエーションスポーツ９／１１（木）

リズム運動９／１８（木）

スロートレーニング９／２５（木）

エアロビクス１０／２（木）

家庭でできる簡単な筋トレと
ストレッチ１０／９（木）

阿波踊り①１０／１６（木）

阿波踊り②１０／２３（木）

健康ウォーキング１０／３０（木）

カローリング①１１／６（木）

カローリング②１１／１３（木）

環境にやさしい陶芸入門講座
会場：「陶芸スタジオ」下小山田町４０１６番地
費用：１万５０００円（全９回）
時間：１３：３０～１５：３０　１０／２３のみ大地沢青少
年センターで１０：００から

期日

９／１１、１８、１０／２、９、１６、２３、１１／１３、
２０、１２／１８　いずれも木曜日

���������	
�����������	
��

������
����������������
後期講座受講生募集中！

□□問問 まちだ市民大学まちだ市民大学11７２９・１１９５７２９・１１９５

　２００８年度後期講座の受講生募集が始まりました。
　各講座の講師等、詳細は「募集案内」をご覧下さい。
○対象　市内在住、在勤、在学で、毎回出席可能（特別な事情を除
く）な方

○申し込み　「募集案内」（市役所１階市民相談室前、各市民セン
ター、各図書館、公民館など主な市の施設にあります）または、
町田市ホームページで申込み方法等を確認のうえ、往復ハガキ
（１人１通）で８月８日まで（必着）にまちだ市民大学ＨＡＴＳ
（〒１９４－００２２、森野１－３３－１０、 市役所森野分庁舎内）へ。な
お、返信用ハガキにもあて名を書いて下さい。

※応募者多数の場合は抽選となります。

※エコファーマー：堆肥等による土
づくりと化学肥料や農薬使用の低
減を導入する計画を都知事より認
定された農業者の愛称

※特別栽培農産物認証：都が化学肥
料や農薬の使用を５割以上削減し
た都内産の「特別栽培農産物」に
ついて認証する制度で、定期的に
生産過程も確認される

※

※
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○
対
象　

妊
娠　

週
〜　

週
の
初

１６

２７

妊
婦
（　

週
を
超
え
た
方
は
健
康

２７

課
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
）

○
日
時　

８
月
８
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
２
時　

分
受
付
（
所
要
時

１０

間
約
１
時
間
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

○
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
相

談
、
正
し
い
歯
の
み
が
き
方

妊

婦

歯

科

健

康

診

査

予
防
接
種

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
１
４

　

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
対

象
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は

左
表
を
参
考
に
、
定
期
の
予
防
接

種
が
終
わ
っ
て
い
る
か
、
母
子
手

帳
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

予
防
接
種
の
実
施
方
法
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
は
集
団
接
種
、
三

種
（
ま
た
は
二
種
）
混
合
・
麻
し

ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
・
日
本

定
期
予
防
接
種
に

つ

い

て

【
親
子
で
作
ろ
う
中

華
ま
ん
じ
ゅ
う
】

○
対
象　

町
田
市
民

で
３
〜
８
歳
の
子
と

そ
の
親

○
日
時　

８
月
７
日
（
木
）
午
前

９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

栄
養
士
講
話
、
調
理
実

習
、
会
食

○
定
員　

親
子
で　

組
（
申
し
込

１２

み
順
）

○
費
用　

親
子
１
組
で
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
〜　

日

１１

３１

に
電
話
で
健
康
課
（
11
７
２
５
・

５
１
７
８
）
へ
。

食
改
善
調
理
実
習

　

講
座
の
企
画
・
運
営
、
受
講
生

の
サ
ポ
ー
ト
業
務
、
庶
務
的
な
事

務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
資
格　

社
会
教
育
主
事
資
格

（
取
得
見
込
み
を
含
む
）
ま
た

は
、
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の

方
、
社
会
教
育
関
係
の
職
場
経
験

が
３
年
以
上
の
方

○
契
約
期
間　

９
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
（
契
約
更
新
す

３１

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

嘱

託

職

員

る
場
合
あ
り
）

○
勤
務
日
時　

原
則
と
し
て
週
４

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務
、
夜

間
勤
務
（
不
定
期
）
が
あ
り
。

○
勤
務
場
所　

ま
ち
だ
市
民
大
学

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
ほ
か

○
報
酬　

町
田
市
教
育
委
員
会
が

定
め
る
額
（
通
勤
費
は
別
途
支

給
）

○
募
集
人
員　

１
人

○
面
接
日　

８
月
７
日

○
申
し
込
み　

作
文
「
生
涯
学
習

と
市
民
大
学
の
役
割
」
（
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
で
３
枚
程
度
）

を
書
き
、
写
真
を
張
っ
た
履
歴
書

と
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
た
封
筒

を
７
月　

日
午
後
５
時
ま
で
（
必

２５

着
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
涯

学
習
課
市
民
大
学
嘱
託
職
員
募
集

係
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１

１９４

－

　

－

　

、
11
７
２
９
・
１
１
９

３３

１０

５
）
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
版
画
美
術
館
・
美
術
館
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ（
案
内
人
）

○
資
格　

①
美
術
館
の
活
動
に
関

心
が
あ
る　

歳
以
上
の
方
で
、
活

１８

動
前
の
研
修
に
も
出
席
で
き
る
方

②
美
術
館
と
の
連
絡
の
た
め
に
パ

ソ
コ
ン
・
携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
持
ち
の
方
③

体
力
に
自
信
が
あ
り
、
来
館
者
と

積
極
的
に
話
が
で
き
る
方

○
活
動
日　
　

月
４
日
（
土
）
〜

１０

　

月　

日
（
休
）
の
土
・
日
曜

１１

２４

日
、
祝
・
休
日
（
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
版

画
展
開
催
期
間
中
の　

日
程
度
、

１０

基
本
は
１
日
４
時
間
）
を
予
定

○
活
動
場
所　

同
館

○
募
集
人
員　
　

人
２０

○
申
し
込
み　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
チ
ラ
シ
裏
面
の
応
募
用
紙
（
同

　

市
で
は
、
次
の
施
設
を
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
運
営
で
き
る

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
施
設　

①
七
国
山
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
②
ふ
る
さ
と
農

具
館

※
①
と
②
は
、
別
個
の
募
集
で

す
。

○
指
定
期
間　

５
年
間
（
２
０
０

９
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
４
年
３

月　

日
）

３１
○
募
集
要
項
の
配
布　

町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

○
現
地
説
明
会　

①
は
７
月　

日
２５

（
金
）
午
前　

時
か
ら
、
②
は

１０

７
月　

日
（
金
）
午
後
２
時
か

２５

ら
、
各
施
設
で
行
い
ま
す
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

６
６ 農

業
振
興
関
連
施
設
の

指

定

管

理

者

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成　

年
１９

か
ら
市
・
都
民
税
が
増
加
し
、
所

得
税
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、　

年
中
の
所
得
・

１９

控
除
に
変
動
が
あ
り
、
所
得
税
が

課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
所
得

税
の
減
少
の
影
響
は
受
け
ず
、
市

・
都
民
税
の
増
加
の
み
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

は
、
申
告
に
よ
り
、
増
額
と
な
っ

た
市
・
都
民
税
相
当
額
が
還
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
方
法
・
場
所　
　

年
１
月

１９

１
日
現
在
、
町
田
市
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
申
告
書
（
市
民
税
課
・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
を
市

民
税
課
あ
て
に
郵
送
い
た
だ
く

か
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ

ロ
ア
に
あ
る
申
告
会
場
（
受
付
時

間
＝
午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午

１１

３０

後
１
時
〜
４
時
）
へ
。

【
還
付
金
の
振
り
込
め
詐
欺
に
ご

注
意
下
さ
い
！
】

　

市
職
員
を
よ
そ
お
い
「
税
金
の

還
付
金
が
あ
る
」
と
口
座
番
号
等

を
聞
き
出
す
不
審
な
電
話
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
「
振
り
込
め
詐

欺
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次

の
部
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
防
災
安
全
課
11
７
２
４

・
３
２
５
４
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
相
談
室
11
７
２
２
・
０
０
０

１
、
町
田
警
察
署
・
生
活
相
談
係

11
７
２
２
・
０
１
１
０

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
上
限
月
額
に
つ
い
て
】

①
所
得
を
判
断
す
る
際
の
世
帯
の

範
囲
が
見
直
さ
れ
ま
す
（
別
表

１
）
。

②
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
を
利
用
す
る
場
合
、
負
担
上
限

月
額
が
見
直
さ
れ
ま
す
（
別
表

２
）
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
３

０
８
９

【
補
装
具
費
及
び
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
の
利
用
者
負
担
に
つ

い
て
】

　

所
得
を
判
断
す
る
際
の
世
帯
の

範
囲
が
見
直
さ
れ
ま
す
（
別
表

１
）
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

別表１　所得を判断する際の世帯の範囲

世帯の範囲種　別

障がいのある方とその配偶
者

１８歳以上の障がい者（施設に
入所する１８、１９歳を除く）

保護者の属する住民基本台
帳での世帯

障がい児（施設に入所する１８、
１９歳を含む）

※なお、世帯の中に市民税所得割額が４６万円以上の方がい
る場合は、補装具費及び日常生活用具の給付について
は、公費負担の対象外となります。

別表２　通所サービス、ホームヘルプを利用する場合の月額負担上限額
上限月額の軽減の内容上限月額世帯の収入状況

　　 ０円生活保護世帯

１，５００円１５，０００円
市民税非課税世帯
で本人の収入が８０
万円以下の方

３，０００円（通所施設のみまたは通所施設と短期入所のみの利
用は１，５００円）２４，６００円市民税非課税世帯

市民税所得割額２８万円未満の障がい児の世帯は４，６００円
３７，２００円市民税課税世帯

市民税所得割額１６万円未満の障がい者の世帯は９，３００円
※資産を有しない場合や世帯の預貯金が単身では５００万円以下、複数人世帯では１，０００
万円以下の場合に対象となります。

○対象者
　次の①②の条件を２つとも満たす方

所得税との人的控除の差
額合計額＞①平成１９年度市・都民税の課税所得金額の

合計額（申告分離課税所得を含まない）

所得税との人的控除の差
額合計額≦②平成２０年度市・都民税の課税所得金額の

合計額（申告分離課税所得を含む）

※課税所得金額とは、所得金額から各種所得控除を引き、千円未満を切り捨てし
た金額のことをいいます。 
※人的控除とは、障害者控除、寡婦・寡夫控除、勤労学生控除、配偶者控除・配
偶者特別控除、扶養控除、基礎控除のことをいいます。
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申申
告告
にに
よよ
りり
、、
平平
成成

年年
度度
市市
・・
都都
民民
税税
がが

１１９９

還還
付付
ささ
れれ
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす

申
告
期
間　

７
月　

日
ま
で

３１

□問
 

�
�
�
�
11
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｂ Ｃ Ｇ �

学 齢 → �

３� ６� ９�

１７
歳�

１８
歳�

ポ リ オ �

三 種 混 合 �

二 種 混 合 �

麻しん風しん�
（ＭＲ）混合�

日 本 脳 炎 �

１歳�２歳�３歳�４歳�５歳�６歳�

年長�小１�小２�小３�小４�小５�小６�中１� 高３�

７歳�８歳�９歳�１０歳�１１歳�１２歳�１３歳�
９０�１２��１２�１８��１８�２４��２４�

↓�

↓� ↓�

↓�↓�↓� ↓�

↓�

↓� ↓�

↓�↓� ↓�

接種� 通常接種が行われている年齢� 接種が定められている年齢�↓�

定 期 予 防 接 種 対 象 年 齢 表（接種は無料です）�

　上表は法律で定められた予防接種の期間です。　■の期間中いつでも受けられますが、
それぞれの予防接種の目的から標準の接種対象年齢（■）を目安として示してあります。
保護者の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。�

※生後６か月未満で１回接種※生後６か月未満で１回接種�※生後６か月未満で１回接種�

※４１日以上の間隔をあけて２回接種日以上の間隔をあけて２回接種�※４１日以上の間隔をあけて２回接種�

※２０日～５６日までの間隔間隔をあけて初回接種初回接種（３回）を行い、標準的標準的には、初回接種終初回接種終了後１年から１年半後年半後の間に追加接種追加接種（１回）�※２０日～５６日までの間隔をあけて初回接種（３回）を行い、標準的には、初回接種終了後１年から１年半後の間に追加接種（１回）�

※中学※中学校１年生年生と高校３年生相年生相当の年齢年齢について、麻しん風ん風しん（MRMR）混合第合第３・４期（２回目接種接種）あり（２００８年度開始年度開始）�※中学校１年生と高校３年生相当の年齢について、麻しん風しん（MR）混合第３・４期（２回目接種）あり（２００８年度開始）�

第１期１回接種第１期１回接種�第１期１回接種�

第１期第１期�第１期� 第２期第２期�第２期�

※１回接種※１回接種�※１回接種�

第２期１回接種第２期１回接種�第２期１回接種�
※１回接種※１回接種�※１回接種�

↓�第３期第３期�第３期� ↓�第４期第４期�第４期�

※６日～※６日～２８日までの間隔をあけて１期初回接種（２回）　日までの間隔をあけて１期初回接種（２回）　�
その後概ね１年おいて追加接種（１回）その後概ね１年おいて追加接種（１回）�
※６日～２８日までの間隔をあけて１期初回接種（２回）　�
その後概ね１年おいて追加接種（１回）�

※中学校１年生と高校３年生相当の年齢について、麻しん風しん（MR）混合第３・４期（２回目接種）あり（２００８年度開始）�

日

程

変

更

の

お

知

ら

せ

　

本
紙
７
月
１
日
号
３
面
に

掲
載
し
た
第　

回
市
民
ワ
ー

１１

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
日
時
が

「
８
月
９
日
午
後
２
時
開

始
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
会
場　

鶴
川
市
民
セ
ン
タ

ー
２
階
第
二
会
議
室

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・

２
１
０
３

脳
炎
は
町
田
市
医
師
会
加
入
の
個

別
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

館
及
び
市
役
所
本
庁
舎
市
民
相
談

室
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
う

え
、
８
月
３
日
ま
で
に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
同
館
（
11
７
２
６
・
０

８
６
０
）
へ
。

��������������
������������
������������
������������

鶴
川
駅
前
公
共
施
設
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前

２７

　

時
〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

１０○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

【
飼
育
を
希
望
し
て
い
る
方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費
用
に
つ
い

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
新

た
な
飼
い
主
を
探
し
た
い
方
】

　

申
込
窓
口
は
毎
週
火
曜
日
午
後

２
時
〜
３
時
に
設
置
し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５

　

２
０
０
７
年
度
の
消
費
生
活
相

談
件
数
は
３
６
４
３
件
で
し
た
。

（
表
１
参
照
）

　

件
数
の
推
移
は
落
ち
着
い
て
い

ま
す
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
等
と
の
連
携
で
被
害
に
気
付
い

た
高
齢
者
の
方
の
相
談
や
、
社
会

経
験
に
乏
し
い
若
者
の
相
談
等
、

内
容
が
複
雑
で
解
決
ま
で
に
時
間

の
か
か
る
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
昨
年
は
駅
前
留
学
で
お
な
じ

み
の
語
学
学
校
の
倒
産
や
食
品
の

偽
装
表
示
、
玩
具
の
安
全
性
な
ど

が
話
題
に
上
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
相
変

わ
ら
ず
契
約
・
解
除
に
関
す
る
も

の
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

主
な
相
談
の
傾
向
・
事
例

【
不
当
請
求
、
サ
ラ
金
、
敷
金
返

還
ト
ラ
ブ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ

た
身
に
覚
え
の
な
い
不
当
請
求
の

相
談
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
、
最

近
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
不
当

請
求
が
目
立
ち
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
の
息
子
が
携
帯
電

話
で
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
登
録
し
た

ら
入
会
し
た
覚
え
も
無
い
の
に
出

会
い
系
メ
ー
ル
が
１
日
に
１
０
０

通
も
送
ら
れ
て
き
て
怖
く
な
り
、

退
会
し
た
い
と
メ
ー
ル
を
送
っ

た
。
登
録
を
削
除
す
る
た
め
に
３

千
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
払

う
よ
う
指
示
さ
れ
親
の
カ
ー
ド
番

号
を
入
力
し
決
済
。
そ
の
後
も
メ

ー
ル
が
止
ま
ら
ず
退
会
メ
ー
ル
を

送
り
続
け
た
ら
そ
の
度
に
決
済
し

た
こ
と
に
な
り
、
カ
ー
ド
会
社
か

ら　

万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
こ
の

６２
事
例
で
は
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
し
請

求
は
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
、
身
に
覚
え
の
無

い
不
当
請
求
に
対
し
て
は
連
絡
せ

ず
に
無
視
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
請

求
や
裁
判
所
か
ら
の
特
別
送
達
が

来
た
場
合
に
は
放
置
せ
ず
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

サ
ラ
金
で
は
過
払
い
金
返
還
請

求
が
自
分
で
で
き
な
い
か
と
い
う

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
交
渉

力
・
情
報
力
を
考
え
、
セ
ン
タ
ー

で
は
弁
護
士
会
の
法
律
相
談
等
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

　

敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
は
「
原
状

回
復
」
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
国

土
交
通
省
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
参
考
に
交
渉
す
る
よ
う
助
言
し

て
い
ま
す
。

【
主
に
若
者
を
狙
う
キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
と
高
齢
者
を
狙
う
Ｓ
Ｆ
商

法
】

　

路
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
と
声
を
か

け
る
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
営
業

所
で
高
額
な
補
正
下
着
や
健
康
食

○
対
象　

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
の
方

２１

３１

※
講
習
を
受
講
し
な
い
場
合
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
、
「
排

２１

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資

格
を
失
い
ま
す
。

○
日
時　

①
９
月　

日
（
水
）
午

１７

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
②
９
月

３０

３０

　

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
〜　

１８

３０

１１

時　

分
③
９
月　

日
（
木
）
午
後

３０

１８

１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

日
比
谷
公
会
堂
（
千
代

田
区
）

○
費
用　

３
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

申
込
書
（
対
象
者

平
成　

年
度
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

２０

資
格
者更

新

講

習

に
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
）
を
８
月

　

日
ま
で
に
郵
送
で
東
京
都
下
水

２５道
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
へ
。

※
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
が
あ
る

方
は
、
登
録
先
の
公
共
下
水
道
管

理
者
に
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て

下
さ
い
。

□問
 

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）

11　

・
３
２
４
１
・
０
８
１
８
、

０３
町
田
市
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

２
１測

量
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
国
土
調
査
法
に
基
づ

く
、
都
市
再
生
地
籍
調
査
事
業
及

び
公
共
物
管
理
平
面
図
作
成
等
を

目
的
と
し
た
測
量
を
行
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
私
有
地
に
立
ち
入
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
測
量
す
る
者
は
、
町
田
市
発

行
の
土
地
立
入
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
際
は
証
票

の
提
示
を
お
求
め
下
さ
い
。

○
期
間　

７
月
〜
２
０
０
９
年
３

月

戦
没
者
遺
児
の

皆

さ

ん

へ

○
会
期　

７
月　

日
（
土
）
〜
９

１９

月　

日
（
祝
）

２３
○
観
覧
時
間　

午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時

○
休
館
日　

毎
月
曜
日
、
第
２
木

曜
日
（
た
だ
し
７
月　

日
、
９
月

２１

　

日
、
９
月　

日
は
開
館
）

１５

２２

○
内
容　

戦
後
児
童
文
学
の
は
じ

ま
り
、
ま
た
、
初
め
て
の
日
本
産

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
も
言
わ
れ

る
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
物
語
」
シ
リ

ー
ズ
の
魅
力
を
、
村
上
勉
に
よ
る

挿
絵
原
画
と
と
も
に
紹
介
し
ま

す
。

講
演
会

【
〈
童
話
〉
か
ら
〈
児
童
文
学
〉

へ－

佐
藤
さ
と
る
展
の
な
か
で
考

え
る
】

○
日
時　

８
月
９
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
（
午
後
１
時　

分
開

３０

場
）

○
会
場　

同
館
・
２
階
大
会
議
室

○
内
容　

佐
藤
さ
と
る
「
だ
れ
も

知
ら
な
い
小
さ
な
国
」
を
中
心

に
、
児
童
文
学
の
魅
力
に
つ
い
て

○
講
師　

武
蔵
野
大
学
教
授
・
宮

川
健
郎
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
後
１

１１

時
か
ら
、
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
。

夏
休
み
創
作
講
座

【
簡
単
！
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ブ
ッ
ク

講
座
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

（
親
同
伴
可
）

○
期
日　

①
８
月　

日
（
水
）
②

２０

８
月　

日
（
木
）

２１

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

○
内
容　

は
さ
み
一
本
で
「
し
か

け
遊
び
」
の
本
を
作
り
ま
す
。

○
講
師　

画
家　

う
す
い
・
し
ゅ

ん
氏

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

１０

【
切
っ
て
貼
る
だ
け
！
製
本
入

門
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
方

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後

２７

１
時　

分
〜
３
時

３０

○
内
容　

は
り
合
わ
せ
た
だ
け
で

Ａ
５
版
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
を
製
本

し
ま
す
。
原
稿
持
込
み
も
可
能

（
条
件
あ
り
）
。

○
講
師　

手
作
り
絵
本
作
家
・
大

石
寛
子
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

◇

○
会
場　

同
館
・
第
６
会
議
室

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
（
希
望
日
）
・
住
所
・
氏
名

・
学
年
（
年
齢
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
８
月
６
日
ま
で
（
必

着
）
に
町
田
市
民
文
学
館
「
佐
藤

さ
と
る
展
」
担
当
（
〒　

－
０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

　

）

１６

１７

へ
。

□問
 

町
田
市
民
文
学
館
11
７
３
９
・

３
４
２
０

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

品
を
勧
め
ま
す
。
最
近
は
美
容
整

形
外
科
を
紹
介
し
、
中
に
は
医
師

の
診
断
の
無
い
ま
ま
ピ
ー
リ
ン
グ

や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
契

約
を
さ
せ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

未
成
年
の
場
合
は
未
成
年
者
取
消

し
が
可
能
で
す
が
、
成
人
し
て
い

る
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
治
療
費
と
称

し
て
対
応
せ
ず
交
渉
に
難
渋
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｆ
商
法
は
、
短
期
間
、
仮
店

舗
を
利
用
し
て
日
用
品
を
廉
価
で

販
売
し
高
齢
者
を
集
め
、
健
康
に

関
す
る
話
で
場
を
盛
り
上
げ
日
参

さ
せ
親
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
高
額
な
健
康
機
器
や
健
康
食

品
を
大
量
に
契
約
し
、
１
４
０
０

万
円
も
の
契
約
を
し
た
高
齢
者
も

い
ま
し
た
。
健
康
食
品
は
あ
く
ま

で
食
品
で
す
。
効
果
・
効
能
を 
謳 うた

う
こ
と
は
薬
事
法
に
触
れ
ま
す
。

主
治
医
に
相
談
し
た
う
え
で
必
要

か
ど
う
か
検
討
し
て
契
約
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い

て
】

　

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
等
で
契

約
し
た
場
合
、
契
約
日
か
ら
８
日

間
（
一
部
は　

日
間
）
は
工
事
の

２０

完
了
や
商
品
の
使
用
（
消
耗
品
を

除
く
）
と
は
関
係
な
く
無
条
件
で

解
約
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
販

売
方
法
や
契
約
書
に
問
題
が
あ
れ

ば
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
諦
め
ず
に
ご
相
談
下
さ
い
。

「
う
ま
い
話
」
な
ど
そ
う
あ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で

契
約
せ
ず
、
よ
く
検
討
し
て
か
ら

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質

商
法
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

　

今
、
政
府
で
は
「
消
費
者
庁
」

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
安
全

・
安
心
を
守
り
一
人
ひ
と
り
の
消

費
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
な
い
た

め
に
ど
の
よ
う
な
制
度
が
有
効
な

の
か
、
私
た
ち
も
意
見
を
述
べ
、

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
は
専
用
電
話
11
７
２
２
・

０
０
０
１
へ
（
月
〜
土
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
、
来
所
受
付
は
午
前
が　

時　
１１

３０

分
、
午
後
が
４
時
ま
で
、
土
曜
日

は
電
話
相
談
の
み
）
。

表１
過去３年間の相談件数推移

件　数年　度

３，６４３２００７

３，６８８２００６

３，９８７２００５

表２
２００７年度消費生活相談上位５位

前年度件数件　数商品・役務（サービス）名順位

２２４３６６電話情報サービス（携帯電話関係の不
当請求等）１

４２２２９７フリーローン・サラ金２

１７１１９４賃貸アパート・借家（敷金返還トラブ
ル等）３

２６１１８８オンライン情報サービス（インターネ
ット関係の不当請求等）４

１４７１１３住宅関連工事（住宅建設、リフォーム
工事等）５

　　公開している会議　傍聴のご案内

申し込み定　員会　場日　時会議名
事前に電話で上下
水道総務課
（11７２０・１８１９）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所森野分
庁舎２階第二
会議室

７月１７日（木）
午前１０時から

第１回町田市公共
下水道事業評価委
員会

事前に電話で総務課
（11７２４・２１０８）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所中町第三
庁舎３階第三会
議室

７月２２日（火）
午後３時～４時

第１回町田市指定管
理者の候補者選考及
び評価委員会

事前に電話でまち
づくり推進課
（11７０９・０６４２）へ。

５人
（申し込み順）

市役所中町第三
庁舎３階第三会
議室

７月２４日（木）
午後３時から

第５回町田市景観
懇談会

【
慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の
参
加

募
集
の
ご
案
内
】

○
対
象　

実
施
地
域
の
戦
没
者
遺

児
で
「
戦
跡
慰
霊
巡
拝
」
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

方
。

○
実
施
場
所　

中
国
、
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ

諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
沖
縄
、
台

湾
・
バ
ジ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
申
し
込
み
方
法
・
締
め
切
り
・

賛
助
金
等
は
電
話
で
東
京
都
遺
族

連
合
会
（
11　

・
３
８
１
２
・
１

０３

７
９
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５

３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

○
区
域　

小
山
町
の
一
部
▽
大
蔵

町
の
一
部
▽
鶴
川
三
丁
目
並
び
に

鶴
川
二
・
四
・
五
丁
目
の
各
一
部

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

□問
 

道
路
用
地
課
11
７
２
４
・
１
１

５
５
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ゲ
ー
ム
、
工
作
、
昔
の
遊
び
な

ど
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
も
大
人
も

遊
び
も
ま
ち
だ
展

市
制　

周
年
記
念

５０

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前

２０

　

時
〜
午
後
２
時　

分
（
雨
天
実

１０

３０

施
）

○
会
場　

ひ
な
た
村
（
駐
車
場
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
）

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３

６
、
児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・

２
１
８
２

【
エ
ッ
チ
ン
グ
】

○
日
時　

８
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
内
容　
　

㎝
×
９
㎝
の
銅
版
を

１２

使
っ
た
単
色
作
品
の
制
作

銅
版
画
一
日
教
室

○
指
導　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
町
田
市
民
及
び

１２

過
去
５
年
間
同
館
主
催
の
講
座
を

受
講
し
て
い
な
い
方
優
先
の
う
え

抽
選
。
結
果
は
郵
送
）

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に

２１

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
（
任
意
）
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
、
Ｅ
メ

ー
ル5

6
5
6
@
m
a
c
h
id
a
.c
a
ll

‐

c
e
n
te
r.jp

）
へ
。

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・

２
８
８
９

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
製
造

し
て
い
る
丸
富
製
紙
（
株
）
富
士

根
工
場
（
静
岡
県
富
士
市
）
と
環

境
対
策
や
工
場
か
ら
ご
み
を
出
さ

な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
ア

サ
ヒ
飲
料
（
株
）
富
士
山
工
場

（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
を
見
学
し

ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
５
年

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ピ
ッ
タ

リ
！夏

休

み

子
ど
も
工
場
見
学
ツ
ア
ー

中
央
図
書
館

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア

【
お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

○
期
日　

７
月　

日
（
水
）
、　

２３

２４

日
（
木
）
、　

日
（
金
）

２５

○
時
間
・
内
容　

午
後
２
時
か
ら

＝
ニ
コ
ニ
コ
に
じ
の
お
は
な
し

会
、
午
後
３
時
か
ら
＝
サ
ン
サ
ン

さ
ん
じ
の
お
は
な
し
会

○
会
場　

４
階
お
は
な
し
の
へ
や

【
青
少
年
映
画
会
「
ハ
リ
ー
・
ポ

ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」
】

○
対
象　

高
校
生
以
下
の
方
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
可
）

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
後

２９

２
時
か
ら

○
会
場　

６
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

１
１
９
人
（
先
着
順
）

○
受
付　

７
月　

日
か
ら
５
階
Ａ

１９

Ｖ
カ
ウ
ン
タ
ー
で
整
理
券
を
配
布

【
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
】

　

色
々
な
本
を
紹
介
し
ま
す
。

○
期
日　

７
月　

日
（
土
）

２６

○
時
間
・
内
容　

午
後
２
時
か
ら

＝
低
学
年
む
け
、
午
後
３
時
か
ら

＝
高
学
年
む
け

○
会
場　

４
階
お
は
な
し
の
へ
や

【
子
ど
も
講
演
会
・
「
東
京
で
み

ら
れ
る
ホ
タ
ル
」
ス
ラ
イ
ド
と
お

は
な
し
】

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
後

２７

１
時　

分
か
ら
（
１
時
か
ら
受
付

３０

開
始
）

○
会
場　

６
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

○
費
用　

３
０
０
円

【
に
ん
き
も
の
を
さ
が
せ
】

　

本
に
で
て
く
る
に
ん
き
も
の
を

探
す
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ク
イ
ズ
で

す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
〜
８

１９

月　

日
（
日
）
の
開
館
時
間
中

３１
○
会
場　

４
階
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

　

参
加
希
望
の
方
は
、
４
階
児
童

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
よ
ん
だ
こ
と
を
え
に
し
ち
ゃ

お
！
】

　

本
を
読
ん
だ
感
想
を
絵
に
す
る

読
書
感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
９

月　

日
か
ら　

月
８
日
ま
で
、
こ

１２

１０

ど
も
の
ひ
ろ
ば
に
展
示
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

７
月

　

日
（
土
）
〜
８
月

１９
　

日
（
日
）

３１□問
 

中
央
図
書
館
11
７

２
８
・
８
２
２
０

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
粘
土
笛
を
つ
く
っ
て
み
よ

う
！
】

○
対
象　

小
学
生
以
上　

歳
ま
で

１８

の
全
回
参
加
で
き
る
方

○
期
日
・
内
容　

７
月　

日（
水
）

２３

＝
制
作
、　

日
（
水
）
＝
絵
付
け

３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

１
０
０
円

【
草
木
染
の
ミ
ニ
ふ
ろ
し
き
に
挑

戦
し
よ
う
！
】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
ま
で
の

１８

方○
期
日　

７
月　

日
（
土
）

２６

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円

◇

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前　

１１

１０

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大

谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・

６
７
９
１
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
① 
鳥  
博  
士 
と 
羽  
先  
生 
】

と
り 
は
か 

せ 

は
ね 
せ
ん 
せ
い

　

超
一
流
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
体
験
し
て
み
よ
う
�

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
後

１５

３
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

「
鳥
の
レ
リ
ー
フ
」

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

【
②　

メ
ビ
タ
・
マ
〜
の
お
も
し

Mr.

ろ
造
形
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後

１６

３
時
〜
３
時　

分
と
午
後
４
時
〜

５０

４
時　

分
の
２
回

５０

○
内
容　

「
波
紋
で
お
え
か
き
マ

ー
ブ
リ
ン
グ
」

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１５

順
）

【
③
シ
リ
ー
ズ
企
画
ビ
オ
・
ト
ー

プ
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
、
親
子
参

加
歓
迎

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前

２６

　

時　

分
〜
午
後
２
時
（
雨
天
実

１０

２０

施
）

○
内
容　

「
畑
で
働
い
た
人
の

�
収
穫
祭
�－

カ
レ
ー
の
材
料
は

育
っ
た
か
な
？
」

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
０
０
円

【
④
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
】

　
　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
大
画

１６
面
で
の
上
映
会
。
夏
休
み
の
１
時

間
拡
大
版
で
す
。

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
午
後

２８

３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

◇

○
申
し
込
み　

①
〜
③
は
直
接
ま

た
は
電
話
で
同
館
（
11
７
１
０
・

１
４
７
５
）
へ
。
④
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

　

月　

日
（
金
）

１０

２４

午
後
６
時　

分
開
演

３０

５
５
０
０
円

（
全
席
指
定
）

　
 
三  
線 
を
弾
き
な
が
ら
、
琉
球
の

さ
ん 
し
ん

風
に
の
せ
た
よ
う
な
天
性
の
歌
声

と
実
力
で
、
私
達
の
こ
こ
ろ
を
心

地
よ
く
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

��
��
��
����

��
��
��
��
��
����
��

��������

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１５

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

月　

日
（
木
）

１０

２３

午
後
６
時　

分
開
演

３０

４
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

　

初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
に
も
、

理
解
と
興
味
の
深
ま
る
解
説
付
き

で
す
。

○
演
目　

舟
渡
聟
（
ふ
な
わ
た
し

む
こ
）
、
六
地
蔵
（
ろ
く
じ
ぞ

う
）

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１６

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

月　

日
（
日
）

１０

１９

午
後
２
時
開
演

１
２
０
０
円

（
全
席
指
定
）

○
指
揮　

荒
谷
俊
治

○
独
奏　

雨
宮
靖
和
（
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
）

○
出
演　

町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団

○
予
定
曲
目　

ビ
ゼ
ー
「
交
響
曲

第
１
番
」
ハ
長
調
、
ミ
オ
ー
「
打

楽
器
と
小
管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏

曲
」
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
バ

レ
エ
音
楽
「
ペ
ト
ル
ー
シ
ュ
カ
」

（
１
９
４
７

年
版
）

【
７
月　

日
１４

午
前
８
時　
３０

分
か
ら
電
話

予
約
受
付
開

始
】

���������	
���
　身体に重度の障がいがあり、投票所へ行くことが
困難な方が、郵便等のやりとりによって自宅等で投
票できる制度です。
���������
　代理記載制度の該当者を除いてご自身で字を書く
ことができ、下記のいずれかに該当する方
①介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護
５である者として記載されている方　※注意１
②身体障害者手帳をお持ちの方で下表の障がいに該
当する者として記載されている方
③戦傷病者手帳をお持ちの方で下表の障がいに該当
する者として記載されている方

�������
　いつでも申請できます。選挙管理委員会にある申
請書にご記入のうえ、介護保険の被保険者証、身体
障害者手帳または戦傷病者手帳を添えて申請して下
さい（申請書は郵送もします）。該当となる方に郵
便等投票証明書を交付します。
����
　申請後、郵便等投票証明書を交付するまでに２か
月程度かかることもあります。郵便等投票証明書に
は、有効期限があります。有効期限が過ぎた場合
は、あらためて申請手続きが必要です。特に選挙直
前だと間に合わないこともあります。申請はお早め
に！

戦傷病者手帳身体障害者手帳介護保険被保険者証
障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名要介護状態区分

特別
項症
～
第３
項症

心　臓　じん臓
呼吸器　ぼうこう
直　腸　小　腸

特別
項症
～
第２
項症

両下肢
体　幹

１・３
級

心　臓　じん臓
呼吸器　ぼうこう
直　腸　小　腸

１・２
級

両下肢
体　幹
移動機能

要介護　５
※注意１　介護保険の認定は有効
期間が定めてあり、更新の手続き
が必要なため、更新のたびごとに
新規申請の手続きが必要です。 １～３級免　疫
代理記載制度について　上記のいずれかに該当され、かつ身体障害者手帳に上肢または視覚の障がいの程度が１級または戦傷病者手帳に
上肢または視覚の障がいの程度が特別項症から第２項症までである者として記載されている方で、ご自身で字を書くことが困難な方は、
あらかじめ選挙管理委員会の委員長に届け出た者（選挙権を有する者に限る）に投票に関する記載をさせることができる制度です。
※手帳の級が上記級であっても、手帳に複数の障がい名または、表以外の障がい名が記載されている場合は該当しないこともあります。

郵便等による不在者投票

郵便等による不在者投票

�郵便等による不在者投票

郵便等による不在者投票

�郵便等による不在者投票�

　　　市制５０周年・
　　　　町田市民ホール開館

３０周年記念

��������������

��������	
����������

�

生
〜
中
学
３
年
生

○
日
時　

８
月
６
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

○
出
発
・
解
散
場
所　

町
田
市
民

ホ
ー
ル
横
バ
ス
発
着
所

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

４０

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
７

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
ご
み
減

１８
量
課
「
夏
休
み
子
ど
も
工
場
見
学

ツ
ア
ー
」
係
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
11

７
９
７
・
０
５
３
０
）
へ
。

野村　万作

野村　萬斎

国
際
版
画
美
術
館

□問 選挙管理委員会11７２４・２１６８
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直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
雨
具

等【
薫
風
回
廊
・
青
葉
の
里
】

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前

２０

８
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
十
日

市
場
駅
前

○
コ
ー
ス　

宝
�
寺
〜
杉
山
神
社

〜
横
浜
商
科
大
学
〜
川
和
富
士

（
昼
食
）
〜
市
営
地
下
鉄
都
築
ふ

れ
あ
い
の
丘
駅
前
（
ゴ
ー
ル
８

㎞
）
〜
夕
や
け
橋
〜
都
築
中
央
公

園
〜
東
急
田
園
都
市
線
江
田
駅
前

（
午
後
４
時
ご
ろ
ゴ
ー
ル　

㎞
）

１６

【
甘
酸
っ
ぱ
い
青
春
１
】

（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
）

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
前

２９

９
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
新
百
合

ヶ
丘
駅
前

○
コ
ー
ス　

上
麻
生
隠
れ
谷
公
園

〜
尾
根
道
〜
十
三
塚
〜
展
望
台
〜

平
尾
近
隣
公
園
（
昼
食
）
〜
大
塚

牧
場
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
〜
黒
川
東

農
村
広
場
〜
小
田
急
多
摩
線
黒
川

駅
前
（
ゴ
ー
ル
８
㎞
）
〜
尾
根
道

〜
小
田
急
線
鶴
川
駅
前
（
午
後
４

時
ご
ろ
ゴ
ー
ル　

㎞
）

１３

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

【
り
す
え
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
集

合
！
】

　

リ
ス
・
カ
メ
・
ウ
サ
ギ
・
モ
ル

モ
ッ
ト
等
の
動
物
の
楽
し
い
お
話

で
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
い
方
も

お
話
し
し
ま
す
。

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後

１９

１
時　

分
〜
３
時

３０

○
会
場　

町
田
リ
ス
園

※
入
園
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
リ
ス

園
（
11
７
３
４
・
１
０
０
１
）

へ
。

町
田
リ
ス
園
の

生

き

物

教

室

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
を
ま

な
ぶ
夏
の
楽
し
い
一
日
教
室
で

す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
生

○
期
日
・
内
容　

７
月　

日（
土
）

１９

＝
水
で
っ
ぽ
う
と
火
起
し
・
松
ぼ

っ
く
り
で
作
る
フ
ウ
ち
ゃ
ん
▽　
２０

日
（
日
）
＝
「
葉
っ
ぱ
の
図
鑑
」

を
作
ろ
う
▽　

日
（
土
）
＝
原
っ

２６

ぱ
で
の
昆
虫
観
察
と
虫
の
飼
い
方

▽　

日
（
日
）
＝
野
鳥
の
ブ
ロ
ー

２７
チ
を
作
ろ
う

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

３
時
（
雨
天
実
施
）

○
集
合
場
所　

同
公
園
「
森
の

家
」

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

２０

順
）

○
費
用　

１
回
３
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
か
ら
、

１２

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま

か
し
の
木
山
自
然
公
園

夏
休
み
子
ど
も
自
然
教
室

た
は
電
話
で
か
し
の
木
山
自
然
公

園
「
森
の
家
」
（
11
７
２
４
・
１

６
６
０
）
へ
（
複
数
回
の
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
）
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
や
こ
Ｄ
Ｅ
や
き
も
の
！
ど
う

ぶ
つ
！
】

　

「
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
」
と
「
ど
ん
な
動
物
作
る
か
な

ス
ケ
ッ
チ
タ
イ
ム
」
の
後
、
親
子

合
作
で
動
物
を
作
り
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
１
〜
４
年
生
の
子
と
そ
の
保
護

者
（
保
護
者
１
人
に
つ
き
児
童
２

市
立
博
物
館
陶
磁
器
展
「
ア
ジ
ア

を
慈
し
む
」
記
念

親
子
焼
き
物
教
室

人
ま
で
、
児
童
の
み
の
参
加
は
不

可
）

○
日
時　

８
月
２
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時

○
会
場　

市
立
博
物
館

○
講
師　

玉
川
大
学
講
師
・
椿
敏

幸
氏

○
定
員　
　

組
（
抽
選
）

１０

○
費
用　

材
料
費
３
０
０
円
（
児

童
１
人
）
、
保
険
料
１
０
０
円

（
参
加
者
１
人
）
、
当
日
徴
収

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
児

童
の
氏
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名

・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

１８

市
立
博
物
館
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
３
５
６
２
、
11
７
２

６
・
１
５
３
１
）
へ
。

　

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
と
ホ
ン
ダ

ル
ミ
ノ
ッ
ソ
狭
山
戦
の
試
合
の
応

援
観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
３
日
（
日
）
正
午

○
集
合
場
所　

東
急
・
１
０
９
横

（
原
町
田
大
通
り
側
）

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
当
日

徴
収
、
応
援
グ
ッ
ズ
と
旅
行
保
険

込
み
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
・
代
表
者
氏
名
・
年
齢
・
人

数
（
小
学
生
以
上
４
人
ま
で
）
を

明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
消
印

２２

有
効
）
に
、
町
田
商
工
会
議
所
総

務
課
ゼ
ル
ビ
ア
観
戦
ツ
ア
ー
係

（
〒　

－
０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４

－

６－

８
）
へ
。

□問
 

町
田
商
工
会
議
所
11
７
２
２
・

５
９
５
７
、
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
11
７
２
４
・
４
０
３
６

町
田
商
工
会
議
所
創

立　

周
年
記
念
事
業

２０
＆
町
田
市
制　

周
年

５０

記
念
事
業

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

応
援
バ
ス
観
戦
ツ
ア
ー

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
生

○
期
日
・
会
場　

７
月　

日（
火
）

２９

＝
総
合
体
育
館
、
８
月　

日（
金
）

１５

＝
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
ス
ル

２

０

０

８

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

１
時
（
受
付
時
間　

午
前
９
時　
３０

分
〜　

時　

分
）

１０

３０

○
種
目　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
シ
ュ
ー
ト
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
タ
ッ
チ
、
ハ
ー
ド
ル
ジ

ャ
ン
プ
、
綱
引
き

○
費
用　

１
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
下
さ
い
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
11
７
２
４

・
３
４
４
０
、
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
11
７
２
４
・
４
０
３
６

○
対
象　

①
市
民
で
編
成
す
る
チ

ー
ム
②
市
民
及
び
市
内
在
勤
の
方

で
編
成
す
る
チ
ー
ム
③
専
修
学

校
、
各
種
学
校
生
で
編
成
す
る
チ

ー
ム
（
学
校
の
チ
ー
ム
名
は
不

可
）
④　

歳
以
上
の
方
で
編
成
す

４０

る
チ
ー
ム
（
壮
年
の
部
）
⑤
女
性

の
み
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
（
女
子

の
部
）

※
登
録
人
員
は
１
チ
ー
ム　

人
〜

１３

　

人
と
す
る
（
監
督
、
主
将
を
含

２０む
）

○
期
日　

９
月
７
日
（
日
）
か
ら

の
毎
週
日
曜
日
と
祝
日

※
９
月
７
日
午
前
８
時
か
ら
市
民

球
場
（
雨
天
の
場
合
は
サ
ン
町
田

旭
体
育
館
）
で
開
会
式
を
行
い
ま

す
。

○
会
場　

市
民
球
場
ほ
か

○
費
用　

１
チ
ー
ム
５
１
０
０
円

※
新
規
参
加
チ
ー
ム
は
ほ
か
に
連

盟
登
録
料
１
万
６
０
０
０
円
、
東

市
民
秋
季

軟
式
野
球
大
会

京
都
軟
式
野
球
連
盟
登
録
料
１
人

５
０
０
円
、
規
則
書
等
９
０
０

円
、
プ
ラ
カ
ー
ド
料
（
新
規
チ
ー

ム
の
み
）
３
１
５
０
円

○
申
込
用
紙
配
布
期
間
・
場
所　

７
月　

日
＝
市
民
球
場
管
理
棟
２

２０

階
会
議
室
、
７
月　

日
〜　

日

２１

２６

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
＝
総

合
体
育
館

○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
７
月　

日
午
前

２７

９
時
〜
午
後
３
時
ま
で
に
市
民
球

場
管
理
棟
２
階
会
議
室
へ
。

※
８
月　

日
午
前
９
時　

分
か
ら

１０

３０

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
多
目
的
室
で

主
将
会
議
を
行
い
ま
す
（
上
履
き

を
お
持
ち
下
さ
い
）
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
初
心
者
の
方

○
日
時　

９
月
５
日
〜　

月
７
日

１１

の
毎
週
金
曜
日
（
全　

回
）
午
後

１０

６
時
〜
８
時　

分
４５

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ル

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１６

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
正
午

２６

〜
午
後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

初
心
者
実
技
指
導
（
自

由
練
習
も
可
）

○
費
用　

６
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
が
必
要
な
方
は
事
前
に

町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11

７
３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

申し込み費　用定　員日時・会場対　象教室名

往復ハガキ（１
人１枚）に教室
名・住所・氏名
（ふりがな）・
年齢・電話番号
を明記し、返信
用にもあて先を
書いて７月１８日
まで（消印有
効）にスポーツ
振興公社へ。
※学年も記入。
※市外在住の方
は、市内の学
校名及びその
所在地も記
入。

１３００円２５人
（抽選）

８月１９日～２３
日、全５回／
午後３時３０分
～５時／総合
体育館

市内在住、在
学の小学１～
３年生で逆上
がりができる
ようになりた
い方

パワーをつけ
よ う！ 短 期
集中体操教室

 ３００円
３５人
（抽選）

８月２６日／午
後３時３０分～
５時／サン町
田旭体育館

市内在住、在
学の小学１～
３年生の方

夏休みボールゲ
ーム大会２００８

 ３００円
３５人
（抽選）

８月２７日／午
後３時３０分～
５時／サン町
田旭体育館

市内在住、在
学の小学３～
６年生の方

夏休みバスケ
ットボール大
会２００８

□問 スポーツ振興公社11７２４・３４４０スポーツ教室

����������������� □問 企画調整課（市制５０周年記念事業担当）
11７２４・２１３２

申し込み・問い合わせ内容・対象等イベント名

玉川学園小さなギャラリー会
村杉きりえギャラリー
11・6７２８・９１５４
（午前１１時～午後４時、金曜日休）

１１月１１日（火）～１６日（日）まで玉川学園地域で開催する
公募展の作品募集
○対象　絵画（油絵、日本画、版画、ちぎり絵、きりえ、イ
ラスト、絵手紙等、額装したもの）、写真（額装またはパネ
ルにしたもの）、書道（額装または表装したもの）、その他
（陶芸、彫刻、木工品、漆器、ガラス、その他手作り作品）
○出展数　１人３点まで○締め切り　８月２０日（水）

［市民協働事業］
「第１０回記念ギャ
ラリーウォーク
２００８」
公募作品募集

申し込み・問い合わせ会場内容・対象等イベント名日時

電話またはＦＡＸ（講座名、氏名、電
話番号を明記）で東京女学館大学管理
課（11７９６・１１４５、6７９９・２６５２）へ。

東京女学館
大学南町田
キャンパス
本館

コミュニケーションの仕組み
や手段について考え、自分が
普段無意識に発したり、受け
取ったりしているメッセージ
を読み解いていきます。
○定員　８０人

［大学連携事業］
東京女学館大学

教養講座「コミュ
ニケーションの不
思議を考える」

７月２０日（日）
午後２時３０分～３
時３０分

ハガキ（１人１枚）に「刷るのはだあれ
？（町田Ｂ）」と書き、希望組ＡかＢ
（または「どちらでも可」と明記）・住
所・氏名（ふりがな）・電話番号・ＦＡ
Ｘ番号・性別・学年を明記し、８月４日
まで（必着）に多摩美術大学生涯学習セ
ンター（〒１５８－８５５８、世田谷区上野毛
３－１５－３４、11０３・３７０２・９８６８）へ。

多摩美術大
学八王子キ
ャンパス
※駐車場有

紙にではなく、石こうに刷る
不思議な版画をつくります。
○対象　小学１年生～中学生
○定員　各組２０人（抽選。結
果は締め切り日から１週間
以内にご連絡します）

○費用　５００円

［大学連携事業］
多摩美術大学

子ども講座
あそびじゅつ『刷
るのはだあれ？石
こうかな？きみか
な？』

８月２７日（水）
Ａ組：
　午前９時４５分～
　午後０時４５分
Ｂ組：
　午後１時４５分～
　　　４時４５分
※Ａ組・Ｂ組は同内容

ン
バ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ

○
講
師　

Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
指
導
員

○
定
員　

男
女
各　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

１
人
３
０
０
０
円

※
運
動
靴
（
上
履
き
）
ま
た
は
ダ

ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
し
て
下
さ

い
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に

「
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会
」
と
書

き
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
（
カ
ッ
プ
ル
は
１
枚

で
可
）
７
月　

日
午
後
５
時
ま
で

２３

（
必
着
）
に
体
育
協
会
事
務
局

へ
。
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●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
正
規
職
員
（
一
般
事
務
）
募
集

　

資
格
＝
①
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
方
②
採
用
予
定
日
現
在　

歳
以

３０

下
の
方
③
普
通
自
動
車
免
許
を
有

し
、
現
に
従
事
で
き
る
方
／
採
用

予
定
日
＝　

月
１
日
／
募
集
期
間

１０

＝
７
月　

日
〜　

日
／
□問
 

同
セ
ン

１４

２８

タ
ー
11
７
２
３
・
２
１
４
７
、

h
ttp
:/
/
m
a
c
h
id
a

‐sjc
.c
o
m

●
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合

・
こ
ど
も
清
掃
工
場
見
学
会

　

対
象
＝
原
則
小
学
生
の
方
（
保

護
者
同
伴
可
）
／
日
時
＝
７
月　
２５

日
①
午
前　

時
か
ら
②
午
後
１
時

１０

　

分
か
ら
③
８
月　

日
午
前　

時

３０

２２

１０

か
ら
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
総
務
課

（
多
摩
市
、
11
０
４
２
・
３
７
４

・
６
３
３
１
）
へ
。

●
す
み
れ
保
育
園
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
看
護
師
（
産
休
代

替
）
②
保
育
士
（
臨
時
職
員
）
／

資
格
＝
そ
れ
ぞ
れ
資
格
を
お
持
ち

の
方
／
□問
 

同
園
11
７
２
３
・
３
２

２
９

●
小
山
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
夏
休
み

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
募
集

　

詳
細
は
同
園
（
11
７
９
７
・
７

８
７
５
）
へ
。

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
町
田
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
親
子
で
体
験
す
る
夏
休
み
防
災

教
室
」
】

　

対
象
＝
小
学
３
〜
６
年
生
と
保

護
者
（
乳
幼
児
の
同
伴
不
可
）
／

日
時
＝
８
月
８
日
正
午
〜
９
日
午

前　

時
（
１
泊
）
／
会
場
＝
大
地

１０
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
／
内
容
＝
避

難
生
活
を
親
子
で
体
験
／
費
用
＝

１
人
５
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電

話
で
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
11
７
２
５
・
４
４
６
５
）

へ
。

【
ス
ィ
ー
ト
倶
楽
部
・
聴
障
者
の

た
め
の
講
演
会
「
外
国
人
の
お
話

パ
ー
ト
２
〜
身
近
な
ア
ジ
ア
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
デ
ザ
ー
ト
実
演
と
生

活
の
話
」
】

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
４
時
ご
ろ
／
会
場
＝
町
田
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
付
き
／
費
用
＝
４
５
０
円

程
度
／
申
し
込
み
＝
７
月　

日
ま

１６

で
に
同
倶
楽
部
（
6
７
２
８
・
０

０
５
０
）
へ
。

【
ま
ち
だ
地
域
国
際
交
流
協
会
・

外
国
人
へ
の
日
本
語
支
援
希
望
者

募
集
】

　

講
習
会
日
時
＝
８
月　

日
〜　

３０

１０

月　

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

１１

　

分
か
ら
／
会
費
＝
５
０
０
０
円

３０／
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
動
機
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
８
月
４
日
ま
で
（
必
着
）
に

同
セ
ン
タ
ー
気
付
、
日
本
語
Ｍ
Ｉ

Ｆ
Ａ
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原

１９４

町
田
４

－

９

－

８
、
町
田
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
内
、
11
０
９
０
・
８
０

０
８
・
２
７
１
４
）
へ
。

●
つ
る
か
わ
学
園
・
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座

　

対
象
＝
高
校
生
以
上
の
方
／
日

時
＝
８
月
６
日
〜
７
日
午
後
１
時

　

分
〜
７
時
／
会
場
＝
同
学
園

１５（
真
光
寺
町
）
／
内
容
＝
講
義
と

施
設
利
用
者
と
の
交
流
／
費
用
＝

６
５
０
円
／
募
集
期
限
＝
７
月　
１９

日
ま
で
／
□問
 

同
学
園
11
７
３
５
・

２
２
２
０
（
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
）

●
ぬ
く
も
り
の
園
・
訪
問
介
護
ヘ

ル
パ
ー
募
集

　

詳
細
は
ぬ
く
も
り
の
園
（
11
７

９
８
・
１
３
８
６
）
へ
。

●
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
を
高
校

生
に
開
放
し
ま
す

　

対
象
＝
町
田
市
、
八
王
子
市
、

相
模
原
市
に
在
住
、
在
学
の
高
校

生
／
期
間
＝
８
月
３
日
〜　

日
、

１０

　

日
〜　

日
、　

日
〜　

日
／
時

１８

２２

２５

２９

間
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
８

時
、
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
、
日
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
／
会
場
＝
同
大
学
（
相
原
町
）

／
初
回
の
み
生
徒
証
ま
た
は
保
険

証
等
身
分
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
下
さ
い
。
利
用
証
を
発
行

し
ま
す
／
□問
 

同
大
学
多
摩
図
書
館

11
７
８
３
・
２
２
６
７

●
和
光
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
公
開
講
座
「
絵
画
よ
り
復
元
さ

れ
た
楽
器
た
ち
〜
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
音
楽
を
楽
し
む
」
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／

日
時
＝
７
月　

日
午
後
２
時
〜
４

１９

時
／
会
場
＝
同
大
学
／
内
容
＝
復

元
古
楽
器
の
演
奏
な
ど

【
夏
休
み
親
子
講
座
「
①
色
と
光

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②
音
の
不
思

議
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
】

　

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
と
そ

の
親
／
日
時
＝
７
月　

日
①
午
前

２７

　

時
〜
正
午
（
絵
の
具
・
光
の
絵

１０作
り
）
②
午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

（
不
思
議
な
音
の
出
る
楽
器
作

り
）
／
会
場
＝
ぱ
い
で
い
あ
教
室

（
小
田
急
線
鶴
川
駅
前
）
／
費
用

＝
①
１
２
０
０
円
②
４
０
０
０
円

／
申
込
期
限
＝
７
月　

日
１８

◇

□問
 

同
大
学
企
画
広
報
課
11
０
４
４

・
９
８
８
・
１
４
３
３

【
水
泳
部
親
子
水
泳
安
全
教
室
】

　

対
象
＝
全
日
参
加
で
き
る
小
学

生
と
そ
の
親
／
日
時
＝
８
月
３
日

〜
７
日
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

０
時　

分
／
会
場
＝
同
大
学
プ
ー

３０

ル
／
申
し
込
み
＝
７
月　

日
ま
で

３１

の
正
午
〜
午
後
３
時
に
同
大
学
学

生
生
活
課
11
０
４
４
・
９
８
９
・

７
４
９
０

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８

９
５
）
へ
／
講
座
名
＝
小
児
救
急

法
講
座
、
夏
休
み
子
供
折
紙
教

室
、
里
山
の
昆
虫
を
探
る
ほ
か

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

に
よ
る
さ
わ
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前

１３

の
部
＝　

時
、
午
後
の
部
＝
０
時

１０

　

分
（
い
ず
れ
も　

分
前
開
場
）

３０

３０

○
会
場　

ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル

○
午
前
出
演　

薬
師
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
成
瀬
台
中
学
校
吹
奏
楽

ひ
な
た
村

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

部
、
鶴
川
第
二
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
、
堺
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

成
瀬
高
校
吹
奏
楽
部

○
午
後
出
演　

町
田
高
校
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
部
・
吹
奏
楽
部
、
堺

中
学
校
日
本
文
化
部
（
和
太
鼓
）、

本
町
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
町
田

第
五
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ

ブ
、
町
田
第
一
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
町
田
高
校
管
弦
楽
部
・
和
太

鼓
部
、
小
川
高
校
吹
奏
楽
部

○
講
評　

玉
川
大
学
吹
奏
楽
団
常

任
指
揮
者
・
田
中
旭
氏

○
特
別
ゲ
ス
ト　

玉
川
大
学
吹
奏

楽
団

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３

６
　

６
月　

日
に
薬
師
池
公
園
で
開

２２

催
し
た
講
習
会
参
加
者
に
よ
る
作

品
展
で
す
。
作
品
展
最
終
日
（　
２１

日
）
に
は
、
講
師
の
方
々
を
お
招

き
し
て
、
講
評
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

薬

師

池

公

園

基
本
講
習
会
作
品
展

○
会
期　

７
月　

日
（
水
）
〜　

１６

２１

日
（
祝
）

○
会
場　

同
館
・
市
民
展
示
室

○
講
評
会　

７
月　

日
（
祝
）
午

２１

後
１
時　

分
〜
３
時

３０

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
11
７
３

６
・
８
２
８
１

【
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
「
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
作
ろ
う
！
」
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前

２７

　

時　

分
〜
午
後
１
時

１０

１５

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
一

人
一
枚
）
の
往
信
裏
面
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
学
校
名
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１７

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
カ
レ

ー
係
（
〒　

－

０
０
６
２
、
大
蔵

１９５

町
１
９
１
３
11
７
０
８
・
０
２
３

６
）
へ
。
ま
た
は
郵
便
ハ
ガ
キ
を

持
参
し
て
直
接
つ
る
っ
こ
へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

１８

た
チ
ー
ム

○
期
間　

９
月
７
日
（
日
）
〜　
１１

月　

日
（
日
）
の
毎
週
日
曜
日
・

１６
祝
日

○
会
場　

忠
生
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
ほ
か

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

※
９
月
７
日
午
前
９
時　

分
か
ら

３０

市
民
球
場
（
雨
天
の
場
合
は
サ
ン

町
田
旭
体
育
館
）
で
開
会
式
を
行

い
ま
す
。

○
部
別　

一
般
男
子
の
部
、
一
般

女
子
の
部
、
実
年
の
部
（　

歳
以

５０

上
の
男
子
）

○
費
用　

参
加
料
４
０
０
０
円
、

新
規
チ
ー
ム
は
ほ
か
に
連
盟
登
録

料
１
万
５
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
７
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２１

１０

２
時
に
市
民
球
場
管
理
棟
２
階
会

議
室
へ
。

※
主
将
会
議
を
８
月
３
日
午
後
１

時
か
ら
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
多
目

的
室
で
行
い
ま
す
（
上
履
き
を
お

持
ち
下
さ
い
）
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
秋
季

　

も
ぐ
れ
な
い
〜
キ
ッ
ク
、
息
継

ぎ
無
し
ク
ロ
ー
ル
ま
で
を
目
指
し

ま
す
。

○
対
象　

小
学
１
〜
６
年
生
の
初

心
者

○
期
間　

１
期
＝
７
月
４
日
〜
７

日
、
２
期
＝　

日
〜　

日
、
３
期

１８

２１

＝　

日
〜　

日

２５

２８

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１０

　

分
３０○

会
場　

室
内
プ
ー
ル

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

３
２
０
０
円
（
全
４

小
学
生
短
期
水
泳
教
室

回
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
・
コ
ー
ス
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
・
前
回

の
受
講
月
と
ク
ラ
ス
の
色
・
初
め

て
の
方
は
初
参
加
と
明
記
し
、
分

か
る
範
囲
で
お
子
さ
ん
の
泳
力
も

書
き
、
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１７

効
）
に
室
内
プ
ー
ル
へ
。

お

知

ら

せ

　

７
月　

日
〜
８
月　

日
の

２１

３１

間
、
休
館
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
期
間
は
、

小
・
中
学
生
も
有
料
（
１
０

０
円
）
と
な
り
ま
す
。

□問
 

室
内
プ
ー
ル

室
内
プ
ー
ル
の

チ
ー
ム
対
抗
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　
１８

歳
以
上
の
方
（
高
校
生
は
除
く
）

で
構
成
す
る
チ
ー
ム
（
参
加
メ
ン

バ
ー
は
事
前
登
録
制
）

○
期
日　

８
月　

日
（
日
）
＝
男

３１

子
１
部
、
３
部
、
女
子
１
部
▽
９

月
７
日
（
日
）
＝
男
子
２
部
、
女

子
２
部
、
３
部

※
予
備
日
９
月　

日
１５

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

○
チ
ー
ム
構
成　

男
子
の
部
＝
ダ

ブ
ル
ス
５
ペ
ア
（
最
大　

人
）
、

１５

女
子
の
部
＝
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア

（
最
大
９
人
）

○
試
合
方
法　

大
会
要
項
を
参
照

下
さ
い
。

○
費
用　

男
子
＝
１
万
１
０
０
０

円
、
女
子
＝
６
５
０
０
円
（
１
チ

ー
ム
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書

（
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体

育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
費
用
を
添
え
て
７
月

　

日
午
後
１
時
〜
３
時
に
総
合
体

１９育
館
会
議
室
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ひなた村夏休みチャレンジ教室のお知らせ②
申し込み会　場内　容定員費　用対　象日　時教室名

往復ハガキ（１教室１人１
枚）に教室名（コース名）・
住所・氏名（ふりがな）・学
年・電話番号・市外在住の方
は学校名を明記し、７月２０日
まで（必着）に、ひなた村へ
※定員を超えた場合は抽選。
定員に達しなかった場合
は、７月２５日午前１０時から
電話で受付

ひなた村

簡単な道具を使
って布を織って
みよう

１８人１００円小学３年生～
中学生

８月１日
午前１０時～午後３時
３０分

織物教室

アクセサリーや
小物を作ります２０人１０００円前後

（小銭で）
小学３年生～
高校生

８月２日
①午前９時３０分～正午
②午後１時３０分～４時

七宝焼
（アクセサ
リー）

工具の使い方から始
めて、「箱」と「状
差し」を作ります

２０人１０００円
小学１年生～３
年生で２日間と
も参加できる方

８月１３日、１４日
午前１０時～午後３時

木工作
（低学年②）

□問 ひなた村（〒１９４ー００３２、本町田２８６３、11７２２・５７３６）
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組

合前
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハ

イツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

７／

１１
金

○京王閣競輪ナイター開催（～１３日　○問 東 
京都十一市競輪事業組合11０４２・４８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）

１２
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�甲斐内科クリニック○内 
 （成瀬が丘２－２４－２　11７９６・８７１１）

　�石場こどもクリニック○小 
 （旭町１－１５－２１　11７１０・１３２２）

　�玉川学園前診療所○内 
 （玉川学園５－１－９　11７３２・８２２５）

　�田村胃腸科内科クリニック○内 
 （能ケ谷町５０１２－１７　11７３５・５６６７）

　�久田医院○内  （忠生３－２０－２　11７９３・４１１４）

１３
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上

宿公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１５
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２１日　版遊
展○問 佐藤11０４６・２５１・７６０４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅

前、小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階小
会議室　○問 福祉総務課11７２４・２５３７）１６

水

☆国際版画美術館市民展示室（～２１日　現代
アート研究所作品展○問 池田11０４４・９８８・
６５５９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイラ

イフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン

前、鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１８

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）

１９
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院 （11０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　つくし野外科胃腸科
 （11０４２・７９５・５８２１）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�仁愛医院○内 ○小  （高ケ坂８９２　11７２８・１０５５）
　�もとはしクリニック○内 
 （中町２－１４－１０　11７２７・９９３０）

　�小野寺クリニック○内 
 （本町田４３９４－９　11７３２・５６０５）

　�山口小児クリニック○小 
 （野津田町１３６４　11７３６・１１２１）

　�ふくいんクリニック○内 
 （山崎町２２００　11７９１・１３０７）

２０
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。�
　おかけになる前にもう一度ご確認を�！�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

教育相談（月～金）教育センター�

電話相談�
9：00～12：00  1：00～4：30

来所・出張�
相談の予約�

792－6548

792－6546

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着４０人）の予約を受け付けます。�
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